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 第14回  熊本県議会 有明海・八代海再生及び地球温暖化 

対策特別委員会会議記録 

 

平成30年３月９日（金曜日） 

            午前９時58分開議 

            午後０時９分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

(1)有明海・八代海の環境の保全、改善及

び水産資源の回復等による漁業の振興に

関する件について 

(2)地球温暖化対策に関する件について 

(3)付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

――――――――――――――― 

出席委員（15人） 

        委 員 長  坂 田 孝 志 

        副委員長  内 野 幸 喜 

        委  員  山 本 秀 久 

         委   員 西 岡 勝 成 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 吉 永 和 世 

        委  員 山 口   裕 

        委  員 磯 田   毅 

        委  員 緒 方 勇 二 

        委  員 西 山 宗 孝 

        委  員 末 松 直 洋 

        委  員 山 本 伸 裕 

        委  員 松 野 明 美 

欠席委員（なし） 

委員外議員（なし） 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 環境生活部 

         部 長 田 中 義 人 

        環境局長 藤 本   聡 

      環境政策課長 田 村 真 一 

    環境立県推進課長 橋 本 有 毅 

環境保全課長 山 口 勝 也 

      自然保護課長 中 尾 忠 規 

循環社会推進課長 久 保 隆 生 

 企画振興部 

        審議員兼 

   交通政策課課長補佐 江 橋 倫 明 

 商工観光労働部 

     新産業振興局長 村 井 浩 一 

      産業支援課長 末 藤 尚 希 

   エネルギー政策課長 前 野   弘 

 農林水産部 

部 長 濱 田 義 之 

      農村振興局長 西 森 英 敏 

        水産局長 木 村 武 志 

農林水産政策課長 千 田 真 寿 

農業技術課長 堤   友 信 

農地整備課長 福 島 理 仁 

森林整備課長 長谷川   誠 

水産振興課長 山 田 雅 章 

漁港漁場整備課長 田 尻 雅 裕 

水産研究センター所長 中 野 平 二 

 土木部 

総括審議員兼 

河川港湾局長 鈴 木 俊 朗 

土木技術管理課長 吉 良 忠 暢 

審議員兼 

都市計画課課長補佐 守 屋 芳 裕 

下水環境課長 渡 辺 哲 也 

河川課長 丸 尾   昭 

  港湾課長 亀 崎 直 隆 

  建築課長 上 妻 清 人 

 教育委員会事務局 

      義務教育課長 髙 本 省 吾 
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 企業局 

         次長兼 

総務経営課長 松 岡 大 智 

審議員兼総務経営課 

荒瀬ダム撤去室長 山 内 桂 王 

        工務課長 武 田 裕 之 

 警察本部 

      交通部参事官 船 江 英 二 

     ――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課主幹   池 田 清 隆 

   政務調査課主幹   福 田 孔 明 

 

     ――――――――――――――― 

  午前９時58分開議 

○坂田孝志委員長 皆さんおはようございま

す。 

 ただいまから、第14回有明海・八代海再生

及び地球温暖化対策特別委員会を開催しま

す。 

 なお、本委員会に３名の傍聴の申し込みが

あっておりますので、これを認めることとい

たします。 

 それでは、お手元に配付の委員会次第に従

い、付託調査事件を審議させていただきます

ので、よろしくお願いします。 

 議題１、有明海・八代海の環境の保全、改

善及び水産資源の回復等による漁業の振興に

関する件及び２、地球温暖化対策に関する件

について、一括して執行部から説明を受け、

その後、質疑は議題ごとに行いたいと思いま

す。 

 なお、委員会の運営を効率的に行いたいと

考えておりますので、説明につきましては簡

潔にお願いいたします。また、説明者は着座

にて説明をお願いします。 

 それでは、執行部から説明をお願いしま

す。 

 まずは、有明海・八代海の環境の保全、改

善及び水産資源の回復等による漁業の振興に

関する件について、①有明海・八代海再生に

係る提言への対応について説明をお願いしま

す。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 資料は、表紙に「第14回有明海・八代海再

生及び地球温暖化対策特別委員会説明資料」

と書かれている資料をお願いいたします。 

 ３ページをお願いします。 

 有明海・八代海再生に係る提言への対応に

ついて、提言における施策を一覧表にまとめ

ております。 

 この資料では、まず、黒丸をつけておりま

す施策について、平成29年度の取り組み実績

及び平成30年度の取り組み予定を中心に、関

係課から順に説明させていただきます。その

後、二重丸をつけております海域ごとの施策

について、別冊のほうで御説明させていただ

きます。 

 なお、前回の資料から変更のあった施策や

新たな取り組み等はゴシック体で記載してお

りまして、その部分を中心に説明させていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

 

○渡辺下水環境課長 下水環境課でございま

す。 

 資料の５ページをお願いいたします。 

 提言項目、海域環境への負荷の削減に係る

施策、生活排水処理施設の整備促進と適切な

維持管理について、今年度の取り組み実績及

び平成30年度の取り組み予定を御説明いたし

ます。 

 資料の中段、２の平成29年度の取り組み実

績の右の欄で主なものについて御説明いたし

ます。 

 (2)流域下水道施設では、施設の管理を最

適化するため、ストックマネジメント計画を

策定いたしました。また、施設の老朽化に伴

う改築更新、耐震対策工事を実施しておりま
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す。 

 (3)合併処理浄化槽への転換補助事業につ

きましては、34市町村で993基の転換を実施

しております。 

 (4)啓発活動では、６市町村でパネル展示

及びチラシの配布などを行い、約4,000人の

参加をいただきました。 

 なお、熊本地震からの復旧工事につきまし

ては、被災９市町のうち、熊本市、益城町を

除き、年度内に工事完了の予定でございま

す。 

 次に、３の平成30年度の取り組み予定でご

ざいますが、上記(1)から(5)について、引き

続き取り組んでいくとともに、熊本地震から

の早期復旧に努めてまいります。 

 下水環境課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 説明資料の６ページをお願いします。 

 普及啓発活動の展開でございます。 

 ２の平成29年度の取り組み実績の右側の欄

をごらんください。 

 (1)ですが、６月から11月にかけて、各市

町村において、河川や海岸の清掃活動が実施

され、県内全域で約３万2,000人が清掃活動

に参加されました。 

 (2)及び(3)ですが、学校等への出前講座や

ＮＰＯや小学校等と連携した河川の水質や生

物の調査等を実施し、川や海など水環境の保

全等に関心を持ってもらう取り組みを実施し

ました。 

 次に、平成30年度の取り組み予定ですが、

引き続き、くまもと・みんなの川と海づくり

デーとして、各市町村と連携した県下一斉清

掃活動を行うなど、県民総ぐるみで有明海、

八代海の再生に取り組むことができるよう機

運の醸成を図ってまいります。 

 以上でございます。 

 

○山口環境保全課長 環境保全課でございま

す。 

 説明資料の７ページをお願いします。 

 提言項目、海域環境への負荷の削減、適切

な排水指導について御説明いたします。 

 ２の平成29年度の取り組み実績の右の欄、

②取り組み実績でございますが、排水基準が

係る868の事業場に対して、延べ311事業所へ

の立入調査や排出水の検査を実施しました。

排水基準を超過した12事業所に対しまして

は、直ちに改善措置を行い、その後、立ち入

りによる改善状況の確認を行っております。 

 ３の平成30年度の取り組み予定でございま

すが、平成29年度に引き続き、事業所への監

視指導により排水基準の遵守徹底を図り、公

共用水域への排水負荷の抑制に努めてまいり

ます。 

 環境保全課の説明は以上でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○堤農業技術課長 農業技術課でございま

す。 

 続きまして、資料の８ページをお願いいた

します。 

 農業・畜産対策の農薬・化学肥料の使用量

の削減についてでございます。 

 ２の平成29年度の取り組み実績の右側、②

取り組み実績でございます。 

 主な取り組みを説明させていただきます。 

 まず、(1)でございます。 

 地下水条例に基づきます県民会議やくまも

とグリーン農業推進本部を開催いたしまし

て、関係機関・団体が一体となりまして、地

下水の涵養や環境保全型農業を推進いたして

おります。 

 その結果、(2)でございますが、環境保全

型農業に取り組む生産者でございます生産宣

言者数が約１万9,000件、そして応援をして

いただきます消費者などの応援宣言者数が約
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２万件と、その数が順調に増加しているとこ

ろでございます。 

 (5)でございます。 

 環境に優しい農業技術の実証展示圃を県内

11カ所に設置しまして、農薬と肥料の削減技

術の普及と定着などを図っております。 

 ３の平成30年度の取り組み予定でございま

す。 

 30年度におきましても、引き続きまして、

くまもとグリーン農業の推進等を通して、農

薬、化学肥料の使用量の削減を図ることとい

たしております。 

 次のページ、９ページでございます。 

 ９ページ、家畜ふん尿の適正管理の継続に

ついてでございます。 

 ２の平成29年度の取り組み実績の右側、②

でございます。 

 (1)でございますが、不適正処理を防止す

るため、市町村や農業団体と連携しまして、

巡回指導のほうを実施いたしております。 

 また、(2)でございますが、堆肥舎等の施

設整備について、畜産農家の経営形態に応じ

た指導を行っております。 

 (3)でございます。 

 11月を畜産環境保全月間としまして、堆肥

の適正管理などの啓発を行っております。 

 ３の平成30年度の取り組み予定でございま

すが、30年度におきましても、引き続きまし

て、市町村や農業団体と連携しまして、家畜

排せつ物の適正管理のための巡回指導や施設

整備などに取り組むことといたしておりま

す。 

 次のページ、10ページをお願いいたしま

す。 

 10ページ、耕畜連携による堆肥の広域流通

についてでございます。 

 ②の平成29年度の取り組み実績の右側、②

でございます。 

 (1)と(2)でございますが、熊本県耕畜連携

推進協議会の構成メンバーでございます県や

農業団体が連携しまして、良質堆肥の生産、

広域流通などを推進いたしております。 

 (3)、(5)、(7)でございます。 

 堆肥の共励会や各種イベント等を通しまし

て、堆肥製造技術の向上や堆肥の有効利用な

どを推進いたしております。 

 (6)でございます。 

 県単独事業により、県内５カ所に堆肥舎等

を整備中でございます。 

 ３の平成30年度の取り組み予定でございま

すが、30年度におきましても、引き続きまし

て、市町村や農業団体と連携しまして、良質

堆肥の生産と畜産地帯から耕種地帯への堆肥

の広域流通を進めることといたしておりま

す。 

 農業技術課は以上でございます。 

 

○中野水産研究センター所長 水産研究セン

ターでございます。 

 11ページをお願いいたします。 

 養殖場から排出される負荷の削減という項

目でございます。 

 ２の②、取り組み実績をお願いいたしま

す。 

 (3)ヒトエグサの人工採苗試験につきまし

ては、人工採苗網を428枚作成いたしまし

て、８地区に配付いたしました。この配付し

た網は、現在、各地区で収穫、出荷されてお

ります。 

 ３、平成30年度の取り組み予定ですが、漁

場改善計画に基づく底質調査並びに給餌管理

につきましては、引き続き実施してまいりま

す。 

 (3)ヒトエグサの人工採苗試験につきまし

ては、量産のための試験を里海協会と共同し

て実施いたします。 

 また、(4)ヒトエグサの人工採苗技術の効

率化というところでは、県の環境に合ったよ

うな品質改良のための基礎的な試験を行いま

す。 
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 水産研究センターは以上でございます。 

 

○長谷川森林整備課長 森林整備課でござい

ます。 

 資料の12ページをお願いいたします。 

 森林整備の着実な推進でございます。 

 ２の平成29年度の取り組み実績の右の欄、

②の取り組み実績でございますが、１つ目の

間伐実績につきましては、12月末時点で

2,627ヘクタールとなっております。２つ目

につきましては、森林ボランティアを行う32

団体に対しまして、活動費の助成を行うこと

としております。また、森林ボランティアネ

ットでは、初心者研修会や活動報告会、交流

会を行ったところでございます。さらに、森

林インストラクターの養成を行い、15名を認

定いたしております。 

 次に、３の平成30年度の取り組み予定でご

ざいますが、引き続き、これらの施策を着実

に推進してまいりたいと考えております。 

 森林整備課は以上でございます。 

 

○前野エネルギー政策課長 エネルギー政策

課でございます。 

 資料の15ページをお願いいたします。 

 (2)干潟や海底等の保全・改善の②海砂利

採取への対応でございます。 

 法令の遵守・指導ということで、２の平成

29年度の取り組み実績をお願いします。 

 海砂利の許認可の実績はございません。ま

た、海砂利超過採取に係る過料等の納付状況

は、表に記載のとおりでございます。 

 続きまして、３の平成30年度の取り組み予

定でございますが、方針に基づきまして、許

認可については適切に対処いたしますととも

に、過料等の徴収に粘り強く取り組んでまい

ります。 

 エネルギー政策課は以上でございます。 

 

○中野水産研究センター所長 水産研究セン

ターでございます。 

 22ページをお願いいたします。 

 調査研究体制の充実という項目でございま

す。 

 平成29年度の取り組み実績のうち、イ)

「うみ・ひと・しごと」づくり推進事業の中

の水産研究イノベーション推進事業におきま

して、ヒトエグサについて、香り成分の分析

を県立大学と共同で行っております。 

 また、３の平成30年度の取り組み予定でご

ざいますが、ア)赤潮につきましては、関係

県、関係機関と共同して、引き続き研究を行

ってまいります。イ)の水産研究イノベーシ

ョン推進事業につきましては、東京大学、県

立大学及び熊本大学と共同で、タチウオ、ヒ

トエグサ、アサリについて共同研究を実施し

てまいります。ウ)二枚貝資源増殖対策事業

につきましては、アサリの資源回復のために

漁場調査等を国の研究所と連携して行いま

す。 

 水産研究センターは以上でございます。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 諫早湾干拓事業に係る中・長期開門調査の

実施についてでございます。 

 資料は、23ページから時系列に裁判等の動

きを整理しておりますが、24ページのほうを

ごらんください。 

 下のほうになりますが、(34)ですが、こと

し２月26日、福岡高裁で審理されている請求

異議訴訟が結審し、漁業者側弁護団と国によ

る和解協議が再開されました。 

 (35)ですが、３月５日、福岡高裁は、和解

協議を開いて、開門しないことを前提に、開

門にかわる基金等の方策による全体的解決を

図るという和解の方向性を示しております。 

 25ページをお願いいたします。 

 上段右側、②取り組み実績ですが、６月、

11月に、国に対し、漁場環境悪化の原因を明
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らかにするとともに、速やかに再生に向けた

抜本的かつ実効性のある対策に取り組むよ

う、予算措置も含めて要望活動を行っており

ます。 

 30年度の取り組みですが、今後の和解協議

の進捗を注視していくとともに、本県漁業者

に寄り添いながら、有明海の再生が尐しでも

進むよう取り組んでまいります。 

 水産振興課、以上でございます。 

 

○坂田孝志委員長 次に、②海域ごとの再生

に向けた取り組みについて説明をお願いしま

す。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 別冊の「海域毎の再生に向けた取組み」を

ごらんください。 

 この資料につきましても、12月議会からの

修正箇所を中心に御説明をさせていただきま

す。 

 まず、有明海でございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 １、水産資源の現状です。 

 右上のアサリ漁獲量の推移ですが、平成29

年は、資源管理や耕うんなどの漁場改善、有

害生物駆除などの取り組みに加え、自然環境

に恵まれたことから、640トン、昨年比225％

の生産を上げております。 

 済みません、次、３ページをお願いいたし

ます。 

 ２、現在の取り組み状況と今後の取り組

み、(1)の干潟等の漁場環境改善のための事

業の充実について、①有明海再生に向けた４

県協調の取り組みについてまとめておりま

す。 

 国、４県、４県漁連により構成されました

有明海漁場環境改善連絡協議会により、水産

資源の回復、海域環境の改善について協議を

行い、平成27年から３年間、４県が協調して

取り組んでまいりました。平成30年度から、

さらに３カ年、引き続き、有明４県で協調し

て生産状況の把握を行うとともに、漁場環境

改善の取り組みを行っていくこととしており

ます。 

 次のページ、４ページをお願いいたしま

す。 

 取り組みの一つであります浮遊幼生調査で

すが、これは、有明海における重要な二枚貝

の資源再生に向けた基礎資料を得ることを目

的として、アサリ、タイラギ、サルボウ、ハ

マグリの浮遊幼生や着底稚貝の調査を行って

いるものでございます。 

 平成29年度の調査結果は、現在分析を行っ

ているところでございます。 

 今後の取り組みといたしましては、引き続

き４県で連携した調査を実施継続し、データ

の蓄積を図ることとしております。 

 ５ページをお願いいたします。 

 次に、海底地形調査です。 

 これは、九州農政局のほうで対応をしてい

ただいております。沿岸の海底地形の状況を

把握することで、二枚貝資源の再生に向けた

各種取り組みを効果的に実施するための資料

を収集することとしているものです。 

 右の図をごらんください。 

 これは、平成29年度に荒尾市沖で実施され

た25平方キロなどの海底地形測量の結果を示

しております。凡例のとおり、赤色から黄

色、緑、灰色、青色と変わるごとに深い場所

を示しております。 

 今後の取り組みですが、覆砂、海底耕う

ん、種苗放流、アサリ、ハマグリの保護区等

の位置選定に資する基礎資料として活用して

いく予定でございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 次に、漁場環境改善の実証ですが、これ

は、漁業者がみずから実施可能な改善手法の

確立を図ることを目的に、漁船で二枚貝を漁

獲する漁具である貝桁やその貝桁を改良した
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器具を使って海底を引き回して耕うんを行

い、底質環境の改善を図るものでございま

す。海底耕うんを行った海域では、試験操業

でクルマエビ、シャコ、コウイカなどが漁獲

されるなど、効果が見られております。 

 今後の取り組みとしては、効果の得られた

器具を用いて実証試験を行ってまいります。 

 ７ページをお願いいたします。 

 次に、増養殖技術の開発ですが、アサリ、

ハマグリ、ガザミ及びクルマエビの４つの魚

種について、それぞれ産卵する親の保護や稚

エビなど種苗放流等の増殖技術を、水産研究

センターと漁業者が連携して開発試験を行っ

ております。アサリの母貝団地形成試験や保

護対策試験など、これまでの試験で有効な手

法として、既に一部の漁場で活用されている

ものもございます。 

 今後の取り組みとしては、引き続き試験を

継続し、有効な技術は現場に普及してまいり

ます。 

 

○田尻漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 資料の８ページをお願いします。 

 (オ)漁場環境改善の事業の熊本県の取り組

みにつきまして御説明します。 

 現在の取り組みとしましては、平成29年度

に、荒尾市、長洲町、熊本市、宇土市地先で

覆砂を、熊本市地先で耕うんを実施しており

ます。 

 今後の取り組みとしましては、アサリなど

の漁場生産力の回復を図るために、干潟漁場

におきまして覆砂や作澪を実施してまいりま

す。 

 30年度は、熊本市、宇土市地先におきまし

て、覆砂、作澪を予定しております。 

 資料の９ページをお願いします。 

 ②公共事業による取り組みにつきまして

は、水産基盤整備事業にて取り組んでおりま

す。 

 平成30年度の取り組み予定としましては、

熊本市、宇土市地先で覆砂を、熊本市地先で

作澪を実施予定しております。また、天草市

五和町地先で藻場造成を予定しております。 

 漁港漁場整備課は以上でございます。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 資料のほう、10ページをお願いいたしま

す。 

 漁業者等による活動への支援でございま

す。 

 漁業者等による干潟や藻場の保全など、漁

場環境改善への取り組みについて、県では、

水産多面的機能発揮対策事業により、左下の

図に示します区域で17の活動を行っている組

織へ支援を行っております。 

 今後の取り組みですが、引き続き、漁業者

が取り組むこれらの活動を支援してまいりた

いと思っております。 

 以上でございます。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 11ページをお願いします。 

 (2)抜本的な干潟等再生方策の検討でござ

います。 

 現在の取り組みですが、泥土除去等の抜本

的な対策等の実施について、さまざまな機会

を利用して国に要望を行っています。 

 今後の取り組みですが、硫化物の数値が高

いなど底質悪化が確認された地点周辺で、環

境悪化の広がりを見るため、泥土の状況調査

を行うなど、海域環境のさらなる把握に努め

ながら、抜本的な底質改善策実現に向けて国

に働きかけてまいります。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 12ページをお願いいたします。 
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 栽培漁業及び資源管理型漁業の推進につい

てでございます。 

 これまで、沿海市町や漁協等と連携して、

マダイ、クルマエビ、ガザミなどの放流に努

めるとともに、資源管理計画により、とる大

きさの制限や採取期間の制限などの資源管理

に努めてまいりました。 

 13ページのほうをお願いいたします。 

 今後の取り組みですが、今後も、これらの

放流事業を漁業者、市町と連携し、検討しな

がら継続するとともに、漁業者みずからが作

成した休漁や漁獲サイズなどの拡大といった

資源管理計画を着実に実践していくこととし

ております。 

 14ページをお願いいたします。 

 (4)持続的養殖漁業の推進です。 

 有明海におけるノリ養殖業についてでござ

います。 

 中段の表をごらんください。 

 平成29年度の養殖状況ですが、現在、生産

枚数８億1,100万枚、生産金額105億6,400万

円、平均単価13.04円でございます。昨年度

は、過去最高の生産金額であったことや、現

在、まだ本年度は漁期の途中であることか

ら、前年比をいたしますと、枚数、金額とも

70％台でございますが、平年の生産金額が96

億4,000万円でございますので、生産金額で

は、既に平年の109.5％の生産金額となって

おります。また、現在、漁期は終盤に入って

おり、一部漁場では網の撤去も始まっている

ところではございますが、引き続き養殖が続

けられているところでございます。 

 15ページのほうをお願いいたします。 

 今後の取り組みですが、ノリ養殖が持続的

に行えるよう、環境変化に対応した養殖の推

進、酸処理剤の適正使用と使用量削減のため

の指導、優良品種の開発など、これまでの取

り組みについて継続して進めてまいります。 

 次に、八代海再生に向けた取り組みでござ

います。 

 18ページをお願いいたします。 

 １、水産資源の現状です。 

 右上のアサリ漁獲量の推移ですが、平成29

年度は、被覆網の設置や有害生物駆除などの

取り組みにより、15トンとまだまだ低いレベ

ルではございますが、昨年比517％の生産を

上げております。 

 

○田尻漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 資料の19ページをお願いします。 

 (1)干潟等の漁場環境改善のための事業の

充実のうち、①公共事業による取り組みにつ

きましては、水産基盤整備事業にて取り組ん

でおります。 

 平成30年度の取り組み予定としましては、

八代市、氷川町、宇城市地先で覆砂を予定し

ております。 

 漁港漁場整備課は以上でございます。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 20ページをお願いいたします。 

 漁業者等による活動への支援でございま

す。 

 八代海においても、水産多面的機能発揮事

業により、左下の図に示します８つの活動を

行っている組織へ支援を行っております。 

 今後の取り組みですが、干潟の保全活動や

藻場の保全活動などに対して、引き続き支援

を行ってまいります。 

 21ページをお願いいたします。 

 (2)栽培漁業及び資源管理型漁業の推進で

す。 

 これまで、沿海市町や漁協と連携して、八

代海でもマダイ、ヒラメ、クルマエビなどの

放流に努めるとともに、資源管理計画によ

り、とる大きさの制限や休漁日の設定などの

資源管理に努めてまいりました。 

 22ページをお願いいたします。 
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 今後の取り組みですが、今後も、これらの

放流事業や資源管理計画を着実に実践してい

くこととしております。 

 最下段でございますが、平成30年度から新

たに、キジハタ、アシアカエビなどの種苗生

産の技術開発などに取り組むこととしており

ます。 

 済みません、23ページをお願いいたしま

す。 

 (3)持続的養殖漁業の推進①です。 

 八代海においては、魚類、二枚貝に加え、

海藻の養殖が行われております。これら養殖

場では、漁場の環境を維持しながら持続的に

養殖を継続するため、漁場改善計画を策定し

ており、この着実な実施を指導しておりま

す。 

 魚類養殖場では、83漁場全て計画が策定さ

れており、年に１回、漁協が底質の状況につ

いて行う調査など、環境改善の指導を行って

おります。 

 また、安全、安心な養殖魚の生産に向け

て、養殖業者認証制度を平成15年度から継続

して実施しており、近年、流通業界、消費者

へ向け、この制度の安全性をアピールしてお

ります。 

 藻類や貝類の養殖技術指導ですが、ヒトエ

グサ、ワカメ、カキ類、ヒオウギガイなど、

新規養殖種類の取り組みが始まっておりま

す。人工種つけ、天然採苗、品種改良などの

技術開発や養殖指導など、必要な支援に努め

ているところでございます。 

 24ページをお願いいたします。 

 ②でございます。 

 養殖業の大きな課題であります赤潮対策に

ついてですが、県、市、漁業者による赤潮情

報ネットワークの整備を行っております。こ

のネットワークで赤潮発生の情報が伝わりま

すと、初期段階のまだ赤潮が小規模な状況の

ときに、拡大を防ぎ被害を防止するため、海

水養殖漁協が粘土や塩を散布いたします。表

に示しますように、今年度も赤潮が発生し、

塩や粘土の散布を行い、被害拡大の防止に役

立っております。 

 25ページをお願いいたします。 

 今後の取り組みですが、持続的な養殖の推

進に向けて、継続してこれらの取り組みを行

ってまいります。 

 特に、３つ目の丸、藻類・貝類養殖の新た

な養殖技術の導入・指導についてですが、ヒ

トエグサについては、平成30年度から、人工

採苗技術による量産化実証試験に取り組みま

す。マガキについては、地元産稚貝を確保す

るため、天然採苗試験に取り組んでまいりま

す。 

 水産振興課は以上でございます。 

 

○丸尾河川課長 河川課でございます。 

 27ページをお願いいたします。 

 八代海湾奥部再生に向けた取り組みでござ

います。 

 29ページをお願いいたします。 

 ２、現在の取り組み状況と今後の取り組み

でございます。 

 まず、(1)高潮対策でございますが、これ

までの取り組みに変更はございません。 

 恐れ入りますが、31ページをお願いいたし

ます。 

 下段の今後の取り組みとして、近年、全国

で浸水被害が多発していることを踏まえ、想

定される最大規模の高潮に対する浸水想定区

域の検討を進めることとしており、今後のソ

フト対策に生かしてまいります。 

 次に、32ページをお願いいたします。 

 宇城市役所付近の内水被害対策の今後の取

り組みにつきましては、県としまして、大野

川支川、明神川の改修工事を進めるととも

に、内水の排水先となる河川について、でき

るだけ早く水位を下げることができるよう

に、堆積土砂の掘削事業に取り組む予定でご

ざいます。この土砂掘削事業を進めるに当た
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っては、下水道事業など内水対策を所管する

宇城市との連携、協力が必要でございますの

で、県と市の担当者による打ち合わせを行っ

ているところでございます。 

 河川課は以上でございます。 

 

○福島農地整備課長 農地整備課です。 

 背後地の排水不良対策について説明いたし

ます。 

 33ページ、下段の現在及び今後の取り組み

について、図面のほうで説明いたします。 

 34ページをお願いします。 

 34ページの図面のとおり、八代海湾奥部に

は15カ所の排水機場がございまして、そのう

ち14カ所が農業用の排水機場でございます。 

 このうち、農地の湛水被害防止のため、現

在、図面の２番、３番、５番、６番、10番の

５つの排水機場で統廃合や改修を進めており

ます。これらの改修に合わせて、規模を拡大

することによりまして、排水能力としては、

毎秒16トンの排水量が増加する予定になって

おります。整備は、平成33年度までに完了す

る予定です。 

 農地整備課は以上です。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 35ページをお願いします。 

 (4)抜本的な浅海化対策でございます。 

 現在の取り組みですが、今年度は、２つ目

の丸に記載のとおり、本年９月に底質等の調

査を実施したところです。 

 今後の取り組みですが、引き続き、国に対

して、浅海化対策の検討実施を要望していく

とともに、県でも浅海化による土砂堆積状況

を詳細に把握するための調査を行い、庁内の

再生推進チームで検証を進めてまいります。 

 海域ごとの再生に向けた取り組みについて

は、以上でございます。 

 

○坂田孝志委員長 次に、③有明海・八代海

等の再生に向けた県計画に関する平成30年度

事業について説明をお願いします。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 最初の特別委員会説明資料にお戻りくださ

い。 

 27ページをお願いします。 

 有明海・八代海等の再生に向けた熊本県計

画に関する平成30年度事業についてでござい

ます。 

 表に１から９まで、県計画に定める事項別

に、平成30年度に取り組む事業数及び予算額

案を記載しております。 

 なお、複数の事項にまたがるものを重複掲

示をしているため、合計とは一致しません

が、重複を除きますと、平成30年度は、70事

業、事業費総額約141億円となっておりま

す。 

 平成30年度予算案を前年度予算と比較しま

すと、約36億円、率にして約20％の減額とな

っております。減額の主な理由としまして

は、平成24年７月の九州北部豪雤における白

川、黒川の激特事業の終了などによるもので

す。 

 説明資料の28ページ以降に個別の事業概要

を添付しておりますが、説明は省略させてい

ただきます。 

 平成30年度事業についての説明は、以上で

ございます。 

 

○坂田孝志委員長 次に、地球温暖化対策に

関する件について、①地球温暖化対策に関す

る提言への対応について説明をお願いしま

す。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 引き続き、特別委員会説明資料の43ページ
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をお願いいたします。 

 平成21年３月の本特別委員会の提言への対

応について、提言における県の取り組みを一

覧表にまとめております。 

 今回は、表に記載の黒丸の９項目につきま

して、平成29年度の取り組み実績及び平成30

年度の取り組み予定を中心に、関係課から順

に説明させていただきます。 

 なお、前回の資料から変更のあった施策や

新たな取り組み等はゴシック体で記載してお

りまして、その部分を中心に主なものを説明

させていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

 続きまして、説明資料の44ページをお願い

します。 

 提言項目、(1)事業活動における取り組み

の推進でございますが、２の平成29年度の取

り組み実績の主なものを説明させていただき

ます。 

 (1)条例の円滑な運用ですが、(ア)の事業

活動温暖化対策計画書では、１月末現在で

299事業者から提出があり、各事業者の自主

的な排出削減の取り組みが進んでいます。 

 45ページをお願いします。 

 (2)事業者への情報提供、支援でございま

すが、(ア)ですが、熊本県ストップ温暖化県

民総ぐるみ運動推進会議を、ことし２月６日

に開催しました。当日は、市町村や環境団

体、事業者など、約100人が参加し、基調講

演やくまもと環境賞受賞者による活動内容の

発表のほか、今年度実施しましたエコドライ

ブ診断リレーの優秀者の表彰式や、推進会議

の各ワーキンググループより、エコドライブ

など３つのテーマに係る取り組み状況を報告

してもらいました。 

 (イ)ですが、工務店や住宅メーカー等が、

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウスづくりに

取り組むためのセミナーを、２月に160名の

建築関係者等の参加を得て実施しました。 

 ３の平成30年度の取り組み予定でございま

すが、(1)の計画書制度では、引き続き制度

の着実な運用を行っていきます。(2)事業者

への情報提供、支援では、今年度に引き続

き、ここに記載のさまざまな事業を通じ、事

業者等に対する研修や啓発、情報提供を行っ

てまいります。 

 事業活動における取り組みの推進につい

て、説明は以上です。 

 

○江橋交通政策課審議員 交通政策課でござ

います。 

 46ページをお願いいたします。 

 (2)公共交通機関の利用促進についてでご

ざいます。 

 ２の平成29年度の取り組み実績について、

主なものを御説明いたします。 

 まず、(1)ノーマイカー通勤運動の強化等

につきましては、熊本大学を中心に熊本の産

学官が協働して開発を進めておりました普及

型ＥＶバスについて、先月実証試験を開始い

たしております。 

 47ページをお願いいたします。 

 (3)乗り継ぎの円滑化でございます。 

 ＪＲ豊肥本線を活用した空港ライナーの運

行につきましては、１月末までに８万675人

の方に利用いただいておりまして、１日当た

りの利用者数は263人と着実に増加している

状況でございます。 

 次に、３の平成30年度の取り組み予定でご

ざいます。 

 今年度に引き続きまして、(1)のノーマイ

カー通勤運動の強化等につきましては、ホー

ムページ等を活用した情報発信などを進め、

(2)のバス路線再編の協議につきましては、

熊本都市圏の路線再編に向けた検討や、県内

各地での公共交通会議に参画し、その取り組

みを支援してまいります。 

 また、(3)の乗り継ぎの円滑化につきまし

ても、引き続きパーク・アンド・ライドの広

報等に取り組んでいきますとともに、実施箇
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所、台数の拡大の可能性がありますＪＲ豊肥

本線沿線の候補地に対しまして働きかけを行

ってまいります。 

 交通政策課は以上でございます。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 説明資料の48ページをお願いします。 

 提言項目、(3)家庭における取り組みの強

化でございますが、２の平成29年度の取り組

み実績をごらんください。 

 (1)ライフスタイルの転換に向けた啓発の

(ア)の熊本県ストップ温暖化県民総ぐるみ運

動推進会議の開催につきましては、先ほど御

説明したとおりです。 

 (ウ)の地域の学習会への講師派遣等です

が、小中学校向けの出前講座では、今年度

は、合計21校、1,131人の児童生徒に講座を

実施しました。 

 説明資料の49ページをお願いします。 

 ３の平成30年度の取り組み予定でございま

すが、(1)ライフスタイルの転換に向けた啓

発につきましては、(ア)に記載の県民総ぐる

み運動推進会議で展開を図っていますエコド

ライブの推進など３つの取り組みを軸に、

(イ)以下のさまざまな施策とも連携させなが

ら、より多くの県民の皆様の自発的な環境配

慮行動につながるよう取り組んでまいりま

す。 

 家庭における取り組みの強化について、説

明は以上です。 

 

○長谷川森林整備課長 森林整備課でござい

ます。 

 資料の50ページをお願いいたします。 

 森林吸収源対策の推進でございます。 

 ２の平成29年度の取り組み実績について御

説明いたします。 

 １つ目の森林所有者の負担軽減につきまし

ては、森林組合等の林業関係者に対しまし

て、会議等を通じ、低コスト施業の取り組み

について周知を行ったところでございます。 

 また、２つ目の企業等の森づくりの促進に

つきましては、(ア)のとおり、企業等が自主

的に行う森づくり活動に対し、森林吸収量の

認証書を12者に交付したところでございま

す。 

 資料の51ページをお願いいたします。 

 さらに、(イ)のとおり、五木村の県有林

140ヘクタールの間伐による二酸化炭素吸収

量について、クレジットの認証を受け、販売

を行っております。 

 平成29年度の販売実績は、平成30年２月末

時点で、10者に対し、合計129二酸化炭素 

トンを販売しております。 

 平成30年度の取り組み予定でございます

が、まず、(1)森林所有者の負担軽減につき

ましては、引き続き間伐等の実施に対し助成

を行うとともに、森林所有者による適正な管

理が見込めない人工林につきましては、針葉

樹と広葉樹のまじった森林に誘導するため、

強度の間伐や路網整備等に対して助成を行う

こととしております。 

 (2)企業等の森づくりの促進につきまして

は、引き続き森づくり活動のフィールドのあ

っせんや助言を行い、企業の森づくりを積極

的に支援するとともに、県有林がクレジット

認証を受けたものにつきまして、県内企業等

にクレジットの販売促進を図ってまいりま

す。 

 森林吸収源対策の推進につきましては、以

上でございます。 

 

○坂田孝志委員長 次に、②地球温暖化対策

に関する平成30年度事業について説明をお願

いします。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 説明資料の53ページをお願いします。 
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 地球温暖化対策に関する平成30年度事業に

ついてでございます。 

 表に(1)から(4)まで、県計画に定める事項

別に、平成30年度に取り組む事業数及び予算

額案を記載しております。 

 なお、複数の事項にまたがるものを重複計

上しているため、合計額とは一致しません

が、重複を除きますと、平成30年度は33事

業、予算額約42億円となっております。平成

30年度予算案を前年度予算と比較しますと、

約8,000万円、率にして約２％の増額となっ

ております。 

 説明資料の54ページ以降に個別の事業概要

を添付しておりますが、説明は省略させてい

ただきます。 

 説明は以上でございます。 

 

○坂田孝志委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたが、まず、有明海・八代海の

環境の保全、改善及び水産資源の回復等によ

る漁業の振興に関する件について質疑を受け

たいと思います。 

 質疑はございませんか。 

 

○村上寅美委員 審議監にお尋ねしますけれ

ども、４県で、有明海の場合は、熊本県だけ

じゃないわけですね。福岡、佐賀、長崎ね、

４県にまたがるでしょう、県が。この辺の問

題を、事務レベルででもいいから、今後対策

をどうするかということで、これから研究会

というような話だけど、この辺の進捗状況

と、４県に対するしがらみというか、方策

は、協議はやってるの、やってないの。どっ

ちでもよか。やっとるかやっとらぬかでよ

か。それが１点。 

 それから、もう一点は、もう以前から言っ

てる。結論が出ているのはヘドロなんです

よ。ヘドロ、前から言ってるように。これを

どうするのか。検討に入るということだけ

ど、検討に入っとるのか、入ってないのか。 

 要するに、どこかに人工島をつくるのか、

湾岸道路を急いで、そして内を埋めるのか。

何か具体的な方針を出さないと、出してもら

わないと、継続して、この勉強会で終わって

しまったんじゃね、余りにも現場との格差が

あり過ぎるから。 

 というのはね、漁協あたりに聞いてみて

も、何も県から連絡がないというわけたい。

正直言うてね。だから、これまではこれまで

でいいけど、進まないことにはたい、な。こ

れは机上の空論で終わりたくないというのが

私の使命であるし、責任だろうと思うんです

よ、漁業者に対して。その辺どうですか。審

議監でも部長でもいいけど、課長か。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 まず、１点目のことにつきましては、別冊

資料の３ページのほうに書いてございます

が、４県でしっかりと連携をして、いろんな

問題に取り組んでいるところでございます。

有明海漁場環境改善連絡協議会という中で、

４県、それから漁連も４県漁連、それから国

も入っていただいて、いろいろ問題を共有し

まして、いろいろな議論をし、調査、それか

ら対策等の検討をやっているところでござい

ます。 

 

○村上寅美委員 だから、俺が言ったとおり

なんだけど、それは進捗状況はどうなの。こ

れからやるの。勉強会の段階なの。例えば、

現場でも見てね、４県で、あるいは熊本県

で、関係団体で漁連も含めて見て、どうすべ

きかということの中に入ってるのか入ってな

いのかを聞きたいわけたい。これからならこ

れからでも構わぬけど。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 有明海漁場環境改善連絡協議会は、もう既
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に設置をし検討をやってきております。取り

組んでいるというところでございます。ま

た、引き続き、今後も取り組んでいきたいと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

○村上寅美委員 取り組んでいることはわか

ったから。ね。だから、どういう取り組みを

というのは、これからなの。内容たい。 

 

○坂田孝志委員長 内容について、ちょっと

もしあれなら捕捉説明してください。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 先ほど申しました別冊資料の３ページをち

ょっとごらんいただきたいと思います。 

 有明海再生に向けた４県協調の取り組みと

いうことで、下段のほうに記載をいたしてお

りますけれども、二枚貝等の浮遊幼生調査で

あるとか、漁場環境改善の実証であるとか、

増養殖技術の開発、漁場環境改善について、

実際に取り組んでいるというところでござい

ます。 

 

○村上寅美委員 説明聞きました。ヘドロは

どうするんですかということを僕は聞いてる

わけだから。だから、これからならこれから

でもいいわけよ。これからならこれからでも

いいけど、とにかくヘドロの山だから、有明

は全部、１メーターぐらい。これをどうする

かて。とるだけで豊穣の海になるんですよ、

下、砂だから。これをどうするかというこ

と。だから、計画はあるけどというけど、そ

の辺の進捗は、ないならないでいいけど、そ

れを進んでもらいたいということがあれなら

な、やっとらぬなら、もう要望でも構わぬけ

ど、その辺たい。 

 

○坂田孝志委員長 ヘドロ対策について、ど

なたがお答えしますか。 

 

○藤本環境局長 先日、２月１日、国会議員

との意見交換会、先生方皆さんから御意見を

いただきまして……。 

 

○村上寅美委員 強く言った。 

 

○藤本環境局長 ありがとうございました。 

 ただ、国は、各省庁並んでましたけれど

も、環境省もメーンに発言しましたが、それ

ぞれの関係省庁で事業を持っていることはし

っかり考えてやっていくことになると思いま

すというような答弁だったとは思います。 

 村上委員おっしゃるように、これから先、

国を動かしていかないといけないということ

でございます。国も相談があれば乗るという

ふうに言ってますので、どういう進め方をす

るかになりますけれども、先日、本会議の部

長答弁でもありましたけれども、県でもでき

ることをやらないといけないと思っておりま

して、国をやっぱり動かしていくためにも、

何らかの──ただ言うだけではいけませんの

で、まずできることとして、いろんな底質が

悪化しているところがあると言われてますの

で、今関係４県とか国でポイント的にも調査

しているところがありますので、例えばその

周辺なんかを改めてちょっとできる限り県で

も調査してみて、具体的にどういうふうに悪

くなっているのかというデータなりを国に突

きつけて、国を動かしていくようなこともや

っていきたいなというふうにも考えておりま

す。 

 

○村上寅美委員 あのね、僕が聞いてるの

は、もう答えが出てるのは、ヘドロというの

が出とるから、１つはよ。漁業振興を含め

て。ヘドロというのは、長洲港から三角ま

で、全部、これはもう阿蘇・白川とそれから

長崎・島原、これがもう台風では128年間ず
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っと有明海に落ちてきてるんですよ。その

間、昔は農業干拓というのがされとったわけ

たい。これが128年間なされてないから、そ

の間、有明海というのは、例えば陸上で言う

と、モータープールに、もう車の車庫に入ら

ぬような状態だけど、それは海だから、そう

ではないけど。 

 だから、川辺あたりをあれだけ熱心にやる

んだから、有明海というのは、熊本県を中心

に４県につながってるわけだから、この県に

対する対応を──もう勉強会の段階じゃない

と思うんだ。ヘドロをどうするかということ

は１つの結論ですよ。だから、人工島をどこ

につくるのか、あるいは、湾岸道路を急がせ

て、内を引っ込むのかという具体性を４県で

話し合ってくれて、話し合ったらどうですか

というわけたい。 

 それは、口之津で僕は成功してるから、ミ

カンで。だめと言うとがでけたんだから。代

替案をくださいと、九州を捨てるんですか

と。九州で55％のミカンがとれてますよと、

ミカンの話だけど。これは農林水産だけんよ

かたいな。だから55％の九州を捨てるんです

かという話で成功したんだから。 

 だから、熊本県から４県に持ち込んで、事

務レベルで言ったら動きますよ、国は。ね。

それを研究段階じゃなくて、だから動かすよ

うにするため、熊本県から事務レベルで、ぜ

ひ、４県の政策が１つになっていけば、４県

というのは強いよ。熊本県だけじゃなくて、

それを熊本県から提案したらどうですかと。

成功例があるから。難しゅうはなかったい。

今からでんよかったい、今からでん。 

 

○坂田孝志委員長 この前要望に行きました

ときも、向こうは具体的な計画は持たない

と。そこで、その具体的な計画に取り組むよ

うに立ち上げることを言ったわけであります

から、それを県も一緒になって、今までない

わけですから、それが現実のものとなり得る

ようにしっかり協議を急いでやっていただい

て、より具体的な方策を見出し得るようにし

っかり執行部は取り組んでいただきたい。こ

れは能動的に本当やってください、ここ。み

ずから進んで行って、待ちの体制じゃだめで

すよ。今強く要望があっておりますから、引

き続き行っていただくことを委員長として強

く要望いたします。 

 ほかにございませんか。 

 

○西岡勝成委員 ヒトエグサの件についてで

すが、県の水産研究センターあたりの御努力

によって種苗網の開発等とか進んで、今日ま

で１億円を超える生産量になったというの

は、非常に私はいいことだと思うんですが、

海藻というのは、富栄養化した海域の清掃に

も非常に役立つし、これから、非常にノリと

あわせて熊本県の漁家所得の向上につながっ

てくると期待をしておりますが、今実際、ア

オサノリがヒトエグサが養殖されている県

は、ほかにどこがあるのかということと、熊

本県の八代海、有明海の中で、これから養殖

をするにふさわしい地域がやっぱりあると。 

 例えば、羊角湾とか今までそんなに使って

ない地域で、このヒトエグサを今後広げてい

くというようなことからすると、例えば水俣

の芦北から下がいいのか、西海岸のほうがい

いのか、その辺を含めてお願いしたいという

ことと、もう一つは、種苗網の要望というの

は非常に多くあってると思うんですが、その

要望に応えられる生産体制というものができ

るのかですね。その辺について、２～３点。 

 

○中野水産研究センター所長 最初の御質問

についてですけれども、ヒトエグサの産地と

いいますと、三重県、あと徳島、高知、鹿児

島等でつくられております。 

 また、県下でヒトエグサに向いている場所

ということでございますが、今現在行ってお

りますのは、大体できておりまして、芦北側
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でいきますと、水俣、津奈木、芦北で行って

おりますし、あと天草側でいきますと、上天

草と天草市全体で数点でやっております。で

すから、場所的には、ある程度県下全域で八

代海と天草側ではできるのではないかという

ふうに考えています。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 人工種網の確保ができるのかという御質問

かと思います。人工種網につきましては、水

産研究センターのほうで技術を確立していた

だいております。これを平成30年度に里海づ

くり協会のほうで量産化のほうに移したいと

いうことで、30年度予算をお願いしていると

ころでございます。ぜひ量産化をして需要に

応えられるような動きをしていきたいという

ふうに考えておるところでございます。 

 

○西岡勝成委員 量産化って、どのぐらいの

例えば売り上げにして目標をされているのか

ということと、もう１つ、天草の西海岸のほ

うでも、例えば羊角湾の中とか外とか、そう

いう西海岸のほうでもアオサノリというのは

養殖ができるのか。２点。 

 

○中野水産研究センター所長 まず、量産化

の規模のところでございますが、来年度は１

年目でございますので、500枚程度をベース

に考えております。そして、西海岸について

ですけれども、天草のほうで、今実際やって

いるところで西海岸に近いのは、苓北でやっ

ております。 

 先生お尋ねの羊角湾ですけれども、あそこ

もスジアオノリがとれたりしておりますの

で、川からの流れ込みもありますから、場所

的には向いていると思います。ただ、冬場で

強風が吹きますと倒れたりする場合もありま

すので、風が当たらない場所とか、そういっ

たところも考える必要があるかと思います。 

 以上です。 

 

○西岡勝成委員 500枚で、大体生産量的に

は、今の値段でいくとどのぐらいになってき

ます。 

 

○中野水産研究センター所長 大体１枚当た

り乾燥重量で２キロとれます。去年は、非常

に高くて、キロ１万円とかしたときがあるん

ですが、現在は、大体3,600円ぐらいですの

で、高いときは２キロですから２万円、安い

ときは２キロで7,200円ぐらいになると思わ

れます。 

 

○西岡勝成委員 500枚でどのぐらいの金額

になるんですか。 

 

○中野水産研究センター所長 500枚ですか

ら、1,000キロですので、２万円で2,000万ぐ

らいでしょうか。それの安いときは3,000円

ですから600万ぐらいですか。 

 

○西岡勝成委員 １億円の水揚げがあったの

に、ことしは500枚つくって2,000～3,000万

ということ。 

 

○中野水産研究センター所長 現在のヒトエ

グサ養殖の主流の種網は、天然採苗のほうが

主流でございます。ですから、今お伝えしま

したとおり、大体数％が今人工網になってい

るという認識でよろしいかと思います。それ

をどんどんふやしていきたいというような形

で今取り組んでいるところでございます。 

 

○西岡勝成委員 ヒトエグサには、非常に、

有用栄養塩というかな、栄養があるとかサプ

リメントにいいとかというような熊大あたり

の話もあるので、非常に有望な海藻だと思う

んですね。漁家所得にもつながるし、適した

海岸がかなり、私がぱっと見たばかりでも結
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構ありそうな感じですから、例えば、そうい

うのが広がることによって、真珠の養殖とか

同じ栄養塩をとるほかの養殖との関連も心配

される部分もありますけれども、ぜひ、これ

は県を挙げて広げて、熊本の要するに一つの

特産品となれるように、ぜひ頑張って（聴取

不能）を果たしていただきたいと思います。 

 

○坂田孝志委員長 ほかにございませんか。 

 

○城下広作委員 12ページの森林整備のほう

にちょっと確認をしたいんですけれども、多

分３～４年ぐらい前だったですかね、土木業

者がちょっと仕事が下降ぎみで厳しいから、

建設業の方を森林の業種のほうにシフトしよ

うということで、県の主催で、そういうふう

な後押しもするような講習会とかそういうの

もやって育成しようという流れだったですけ

れども、震災があって今はちょっと厳しいか

もしれぬけど、あの事業というのは、シフト

して林業に携わるような業者が出てきたの

か。そして、その後、どういうふうな形で、

もう全く今は、地震になって全然そういうの

は皆無だとか、ちょっと状況を教えてくださ

い。 

 

○長谷川森林整備課長 森林整備課でござい

ます。 

 城下委員の言われたものは、林建連携で、

林業に建設業者が入り込んできて、森林の整

備等をやるということで進めております。発

足当初に建設業者あたりを集めていろいろ説

明等やりまして、今、実施する建設業者も、

ちょっと数は把握──私たち、今資料を持っ

てないんですけれども、ある程度建設業者の

理解も得られたところで、その体制も整って

おるところでございますが、なかなか、さっ

き言われたとおり地震等があって、特に作業

道の整備とかそういったところが非常に建設

業の強みだと思うんですけれども、そういっ

たところが、なかなか今のところできてない

ところがあります。 

 ことしは、実際2,000万の予算のところで

700万ぐらいしか実績が上がらないような状

況だったんですけれども、今後、地震の状況

等も見ながら、また路網整備等も今後進めて

いく必要がありますので、連携を強化して取

り組んでいきたいというふうに思っておると

ころでございます。 

 

○城下広作委員 これは、森林整備の場合

は、ここに課題も書いてあるように、なかな

か後継者もいない、携わる人がなかなか、ベ

テランの人もだんだん現役をやめる。そうす

ると、だんだんだんだんこの整備の環境とい

うのは、もうできなくなりますもんね。そう

すると、違うところから補充をしないと、

今、有明海、八代海の泥土問題なんかで、結

果的には上のほうの問題も連携するというこ

とで、ある程度事業が落ちついたら、こうい

う分野の人には、また協力をしていってもら

わないかぬだろうと思いますので、しっかり

粘り強く持続的に、ずっとこの考え方、ベー

スを持っとかぬといかぬかなというふうに思

いますので、しっかり要望しておきたいとい

うふうに思っております。 

 

○坂田孝志委員長 ほかに。 

 

○磯田毅委員 覆砂事業についてですけれど

も、ここの砂の産地がどこなのか、そして厚

みはどれぐらいなのか。もう一つは、今瀬戸

石ダムというのが、土砂堆積が非常に問題に

なっとるわけですが、その砂の産地は、海砂

がいいのか、川の砂のほうがいいのか。川の

砂がもしよければ、そういったものの活用の

仕方が広がってきて、効果もやはり上がって

くると思いますけれども、その点については

どうでしょうか。 
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○田尻漁港漁場整備課長 覆砂の砂につきま

しては、海砂と、削土覆砂といいまして、現

地でとった砂をそのまま使う方法と、それと

あと、先ほど言いました、ほかの一応材料も

試験はしております。主なのは、やっぱり海

砂が主でして、長崎県産の砂を今現在使って

いるような状況でございます。 

 そして、あと瀬戸石ダムの砂の関係なんで

すけれども、荒瀬ダムの撤去のときに出まし

た砂を一部八代海でやっております。その効

果は、ほかのところの砂と余り変わっており

ません。ですから、あと、その単価とかそう

いうものの状況によります。ということで

す。それと、覆砂の厚さは30センチをやって

おります。 

 

○山本秀久委員 私は、全然素人で、わけの

わからぬけれども、一応ヘドロね。これの効

果的使用の問題というのはないものか。今ち

ょっと聞いたら、何かコンクリートの埋め立

てするか、そういうことしかできないという

けれども、ヘドロを何か利用価値のあるもの

に分析できないものか、今の現代の科学的な

問題では。いつも思うわけだ。 

 そして、今のヘドロが何でたまったかとい

う分析を考えれば、やっぱり河川の工事と

か、いろんな山の問題とか、河川から入って

くる問題だから。そして民間の流れ、生活水

なんか、そういうのを全体的に把握しなが

ら、それを今までずっと分析してやってるの

かどうかと。そうせぬと、ヘドロがたまるば

かり。たまるのを黙って見てるような状態の

今のシステムじゃおかしいんじゃないかと、

私はいつも思うんだよな。だから、そういう

のは、どういうふうに分析の余地をしとるか

どうか、ちょっと。 

 

○坂田孝志委員長 誰が答えますか。ヘドロ

の利活用とか、ヘドロが川から……。 

 

○村上寅美委員 ヘドロ対策の研究ばしとる

かということたい。 

 

○橋本環境立県推進課長 研究の詳細につき

まして、詳細に把握はしておりませんけれど

も、昨年３月に報告がありました、総合調査

評価委員会報告の中の今後の調査研究開発の

課題の中で、底質改善技術の改善や新たな手

法の開発ということで、ちょっと報告があり

ますので、こういった中で、今後また国等で

研究が進めていかれるものと考えておりま

す。 

 

○山本秀久委員 今まで、どうしてヘドロの

問題が一つも分析されたり、そういうことに

対してのポイントをつかんでおらぬというと

ころにおかしさを感じるわけだ。これはもう

何十年も前から、このヘドロの問題というの

は、やってなきゃならぬ問題ではないかと。

いまだかつて、まだその研究の余地もできて

ない。それを私は言いたいんだ。 

 それには、まず──ちょっと待て。河川の

生活用水、いろんな水害とか、そういうとき

に、どことどこの環境がそれに関係しながら

も、そのときにヘドロの処理ができる問題点

もあると私は思うんだ。各省との中で、その

分析をしておればね。水害が起きたときはこ

ういうふうに処置しよう、生活用水でこれが

出るんだったら、生活用水をこの段階でとめ

るとか、こういうふうにやらせようかと、そ

ういうことの研究心が一切、ヘドロヘドロと

言うだけで、一つも研究が手についてないと

いうのが私の理論だ。もうそろそろこの結論

に達するべき、メスを入れるべき時期ではな

いのか。それだけ俺が言いたいのは。 

 

○橋本環境立県推進課長 ヘドロを除去した

後の当然利活用の問題については課題であり

まして、これまでも、国のほうに、ヘドロ除

去の活用について、いろんな機会を活用して
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お願いはしているところでございます。その

辺の課題につきましては、引き続き、庁内内

部、また国等を含めまして、技術開発がさら

に進むよう、またお願いはしてまいりたいと

考えております。 

 

○山本秀久委員 その意味はわかるけど、も

う尐し──もうここの段階まで来ているな

ら、ヘドロというのはどういうものだという

ことがもうわかっとるはずだから、それにメ

スを入れる段階じゃないのかと言ってんだ。

埋め立てしなきゃならぬとか、ただそれだ

け。それで、そうかというと埋め立てするわ

けじゃないじゃないの。だから、一つも片づ

かない。それと、海産物の育ちもない。物事

が全部ヘドロによって全部死んでいきよった

い。おかしな問題じゃないか。そこに何で着

目を持っていかないのか、その意味たい。ま

だ言ってる。黙っとれて言ってるだろう、人

がしゃべっているときは。そういう段階に来

ているんじゃないかということを言ってるわ

けだ。段階に来ていればやってくれというこ

とだ。できないのは何が問題があるか、その

分析をすべきじゃないかということを言って

るわけだ。それだけたい。頑張ってくださ

い。それ以上のことは言わぬ。 

 

○村上寅美委員 関連だけど、今山本会長が

言われるのは、国に要望しとりますじゃなく

て、県の試験場で県のほうで研究をやるべき

ではないかということを言われとるわけだ

ね。国にももちろん要望もするけど、県は、

要望するだけじゃなくて、熊本県として、研

究所で研究しとるかしとらぬか。しとらぬな

らしとらぬで、もうしよんなかたい、それ

は。これからやるべきではないかというのが

会長のあれたい。 

 

○山本秀久委員 余りにも、ヘドロヘドロと

言いながら、これが問題が起きているのに着

手しない。その構想たい、わしが言ってるの

は。何で着手ができないのか、ただそれだ

け。 

 以上。 

 

○村上寅美委員 だから、対応はどうする

の、今後。やっとらぬならやっとらぬでしよ

んなかたい、そら。これからどうするのか。 

 

○田中環境生活部長 環境生活部長でござい

ます。 

 山本先生のほうからの大変根本的かつ厳し

い御指摘をいただきましてありがとうござい

ました。 

 現在あるそのヘドロをどう対処していくか

という問題と、それから、それになった原

因、それから、そうした状態を今後さらに悪

化させないという点で、どういう、今堆積し

ているヘドロの原因と申しますか、そこをし

っかり探ることというのは、大変重要なこと

かと思っています。これまで、それをやって

きたかということにつきましては、大変申し

わけございませんけれども、やっておりませ

ん。 

 村上先生のほうからも御指摘がございまし

たが、その点につきましては、大変、これ御

指摘の中にもございましたけれども、日々の

生活の問題、それから産業の分野の問題、そ

れから災害の分野と、非常に対象とすべき課

題が多岐にわたります。それから、有明海の

ほうに流入します河川、それから、その範囲

も結構広範囲にございますので、もちろん県

だけで全てできるとは思っておりませんで、

これも大学ですとかいろいろなところに御相

談をして、御指摘いただきましたもの、これ

について取り組みができるかどうか検討させ

ていただきたいと思います。 

 県のほうで、これ専用の私どものほうの研

究機関というものがございませんので、繰り

返しになりますけれども、熊本大学等のその
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辺のお力もかりれるものかどうか、ちょっと

御相談をさせていただきたいと思っておりま

す。 

 済みません、お答えになったかどうかわか

りませんが、御指摘は重々理解をいたしまし

た。ありがとうございました。 

 

○村上寅美委員 ちょっとね、会長も俺も言

ってることは、もう原因を聞いたんじゃなか

ったい。もう原因は、君が今言ったように原

因はいろいろあるから、ヘドロにもうなっと

るわけだから。だから、原因はこっち置いと

って、ヘドロの対策を研究してるかしてない

かと。ヘドロの分析をして、ヘドロの内容の

分析じゃなくて、ヘドロという答えが出とる

から、このヘドロをどういうふうに研究をや

っとるのかい、やっとらぬのかいと。やって

なけりゃ今からでもやるべきではないかと。

そういうことでしょう、会長。 

 

○山本秀久先生 まあいいです。今村上さん

が言うけれども、もうヘドロというのが出て

おるわけだ。それに手がついてないものだか

ら、どうしてなのって。だから、それは国全

体の環境省が全部やらなきゃならぬ問題なん

だ。それを国も動いてないんだ。熊本県だけ

でも、このヘドロを何とかせいて言ってしか

るべきじゃないのかな。そういう意味たい。

ヘドロヘドロで終わってしまっている。その

解決策というのは、どうして着手しないのか

なと。 

 今までわしは黙って見とったけど、ヘドロ

が問題になってるわけだから、国全体でこれ

を考えるべきじゃないのかという意味もある

わけたい。県だけじゃできないから。あらゆ

る各省庁にまたがってるわけだから、と私は

思うよ。環境省を初めとして、いろんな事業

関係、国交省も。だから、全省が関係しとる

問題に、これだけヘドロの問題をやってるの

に、何で手のつけようがなかったのかなとい

うのに疑問を感じとったわけたい。それだけ

ですたい。手をつけられれば、したほうがい

いんじゃないかということを言っとるだけた

い。 

 

○木村水産局長 一昨年の熊本地震の後の豪

雤で白川地先に非常にヘドロが堆積いたしま

した。これにつきましては、アサリの生息場

でありますので、水産研究センターのほう

で、また漁港漁場整備課のほうで、どれくら

いの厚さのヘドロが堆積した場合にアサリに

影響を与えるかという実験検証も行ってまい

りました。漁港漁場整備課のほうの事業でみ

おを掘りまして、流れを活性化させて、これ

で沖合へそのヘドロを流出させるというよう

な工事をいたしまして、ヘドロの堆積を除去

したことがございます。 

 こういうふうに、干潟域においては我々の

持ちます事業等で対応はできますが、別添資

料の11ページ並びに５ページに、国並びに

県、大学等でこれまで調査してまいりました

有明海の海底地形の状況がございます。それ

にあわせて、海底の底土に含まれます粒度の

状況であるとか、あと生物に悪さをする硫化

水素の量であるとか、そういうものがポイン

ト的にわかってきておりますので、それで

は、こういうものを一体どこの省庁がどうい

う予算で除去していくのか、解決していくの

か。 

 今現状では、漁業者が一生懸命海底耕うん

をして、この硫化水素の除去等に事業を行っ

ているところですが、やはりそれには限界が

ございますので、こういうところも含めて、

どういう省庁が、どういう対応をするのか、

また連携を図っていくのか。筆頭官庁は、環

境省ではございますが、引き続き県とも連携

して要望していくとともに、解決策も見出し

ていきたいというふうに考えているところで

ございます。 
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○山本秀久委員 今言ったように、今それな

んだ。その気風が生まれてくるべきというこ

とを言ってる。ただそれだけです。御苦労も

多いけれども、そういう意味たい。ただヘド

ロヘドロ言うだけで、解決策に手が行かな

い。今言ったような、そういうシステムが生

まれてくることを言ってる。いいですか、言

ってることは。御苦労が多いと思うけど、そ

ういうふうに事が進むようにしてほしいとい

うことを言ってる。 

 

○城下広作委員 先ほどの話は、あるヘドロ

をとるんじゃなくて、どこかに散らばらせる

ということの対処法ですから、根本的に除去

してるということにはならないけれども、と

りあえずどこに流すということは、それなり

に薄く広くだから効果があるとして、根本的

にはヘドロをとると。とると、どこかで水揚

げする、埋め立てする。昔は干拓するという

ことをやったんですけれども、これは私が正

しいかなんかわからぬけれども、ヘドロをと

って、ある程度水分を飛ばして焼却をすると

いう技術なんかが、これはあるんですか。い

わゆる炉で燃やす、炭素化して減量化すると

いう、そういうのは現実にあるんですか。 

 

○木村水産局長 燃やすほうの知識は持って

おりませんが、いわゆるいろいろな廃材を混

ぜて固化するという技術は、民間のほうでも

開発されておりますし、一部試験されている

ようなところもございます。 

 

○城下広作委員 ということで、いわゆる単

純に水揚げできて埋め立てみたいにできれ

ば、それが一番安い。恐らく、その炉を使う

と値段はかかると思うんだけど、結果的には

減量化という部分では金もかかるけれども、

一つの対策として考えられぬこともないなと

いうことを含めて、いろいろ考えたらいいん

じゃないかという話だから、ぜひ検討してい

ただきたいというふうに思います。 

 

○緒方勇二委員 関連して。 

 その堆積した泥分が、この有用性で、極端

に言えば都市鉱山的な、何か本当に宝の山じ

ゃないのかなと、逆に言えばですね。そうい

う研究もしていただきたいなと思うんです

ね。 

 先ほどは焼却が出ましたけれども、私ども

からすると、焼成をして建築資材とか、鹿児

島県では、火山灰が迷惑なものでありますけ

れども、逆にいろんな建材に使われてます

し、そういう除去につながるような、そし

て、それを持って何かを生み出すような、そ

ういう研究にも、もうそろそろ着手をされて

もいいころなのではないかと。珪藻土関係も

あるのかもしれないし、重金属もあるのかも

しれないし、逆に言えば、微量元素でいろい

ろとれるのかもわかりませんから、そういう

ことにも着手をいただければなと思いますの

で、要望させてください。 

 

○岩中伸司委員 別添の資料です。海域ごと

の再生に向けた取り組みで、水産問題で毎回

この資料を見せていただいているんですが、

２ページの、いつも気になることで、私も、

これまでたびたび申し上げてきたんですが、

アサリの漁獲量の推移で、ずっとグラフがこ

う書いてあります。わかりやすくこう書いて

あるんですが、先ほどの説明でも、昭和52年

には６万5,303トンだったのが、作澪やいろ

んな努力をされながら回復をして、29年は

640トン。しかし、これは100の１、１％ぐら

いにしかなってないんですが、これを見て、

一番多いときと29年度と比べれば、対象面積

が狭まっている部分もあるんですかね、これ

は。 

 

○山田水産振興課長 面積は、漁場としては

基本的には変わらないというふうに考えてお
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ります。 

 

○岩中伸司委員 漁場が変わらないとすれ

ば、先ほどから、いろいろ、まあヘドロの問

題等々も出されてるんですが、私も、荒尾沖

へ歩いていっても貝がいなくなっているの

で、わかるんですね。ただ、最近は、長洲、

荒尾も一生懸命頑張って回復の傾向にあると

いうことですが、それでも、当時と比べれば

全く比べものにならない、最盛期と比べれば

ですね。 

 そういう現状であるということは間違いな

いんですが、私も一般質問でも言ったんです

が、このグラフを見れば、ちょうど一番高い

ところを見れば、52～53年というから、この

辺が一番高くて、それからずっと落ち込んで

るんですが、これは熊本港の連絡橋工事が始

まったころがこの辺だったということで聞い

てるんですけれども、それと一番低くなって

いるここら辺が、いつも言うんですが、1997

年の諫早湾の閉め切りのちょうど時期なんで

すけれどもね。この急カーブで下降線をたど

ったり、アサリの漁獲量の原因についても、

これまでもいろいろ調査研究されて、それに

対する努力もされていることはわかりますけ

れども、人間の手ではどうにもできない、何

かそういう問題もあるんじゃないかと思うん

ですが、そこら辺は何かありますかね。自然

の現象ということ。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 まず一番、昭和50年代、最もアサリが多い

時期というのは、非常にまだ値段の安い時期

でございました。それが昭和50年代から非常

に値段が上がりまして、お金にならない産業

から、どちらかというとお金になる重要な魚

種となってきたところでございます。 

 その間、やはりたくさんとれるということ

で、漁獲圧も大きくなってまいりました。そ

れと、ホトトギスガイという貝が、非常にヘ

ドロを集めまして、すみにくい環境にしてし

まうというふうなことなど、それから、海域

環境全体が水温であるとか変わってきた。そ

ういういろんな理由で激減をしていったもの

かというふうに考えております。 

 私たちが今取り組んでいる再生策というの

は、一生懸命、自分たちでやれる範囲でやれ

ることは全てやるぐらいの気持ちで、耕うん

であったりいろんなことをやっております。

母貝の集団をつくって保護区にしたりという

ふうなことをやっているところでございます

が、やはり年によって、餌の状況であるとか

によって、やはり産卵数が多かったり尐なか

ったりございますし、害的生物が、鋭意駆除

をやっておりますけれども、やはり海水温が

上がってきて、非常に圧が高いとかいうもの

もございます。そういう手が出せない部分の

ものも幾つもあるというふうに認識をいたし

ております。 

 

○岩中伸司委員 今課長から答弁ありました

ように、いろんな要素があって、特に、今エ

イの話も、それから海水温の上昇というの

も、そういう自然環境の変化の中でなった

と。私は、いつも──ただ、それはそれであ

るけれども、熊本港の問題もあるんですが、

諫早湾の問題もずっと取り上げてきているん

ですが、自然環境をやっぱり人間の手で壊し

ていくという部分も考えていかなければなら

ないと思いますので、その辺については、こ

れまでもずっと蒲島知事も、諫早湾閉め切り

にはやっぱり開門して調査するべきだという

ことですが、もう裁判所の流れではどんどん

どんどん、今度は佐賀の有明漁協も和解に応

じるような動きに７日の新聞でも書いてあっ

たので、そういう動きになるのかなという心

配もしておりますけれども、根本的なところ

のやっぱり調査研究も含めて、現実的な回復

の努力も、今やられていることに速度をつけ
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ていただきたいというふうに思っているとこ

ろです。そういう強い要望をしておきます。 

 

○山本伸裕委員 ちょっと素人の浅はかな質

問で恐縮なんですけれども、浅海化の問題で

すね。坂田委員長が本会議で言われたとおり

だと思うんですが、一方で、覆砂が、この資

料で、八代海では約６ヘクタールと。先ほ

ど、磯田委員の御質問に対して30センチとい

うようなことがあったんですけれども、素人

で考えると、その浅海化の中で、これだけ覆

砂して、環境にさらなる影響というのはどう

なのかなというのを心配するんですね。 

 そういった、例えば、潮流に対する影響で

あるとか、その浅海化に対する影響であると

か、そういったのは、調査分析された上での

対策というようなことだとは思うんですけれ

ども、そこら辺ちょっと教えていただけれ

ば。 

 

○田尻漁港漁場整備課長 浅海化がおこって

いるのは湾奥地域でございまして、覆砂をや

るというのは、もうちょっと南に下ったりと

か、あとは三角のほうに寄った地域で覆砂を

やってます。そこの部分につきましては30セ

ンチですので、ちゃんとした潮流とかそうい

うのの調査はやっておりませんけれども、ほ

とんど影響ないということで進めているとこ

ろでございます。 

 

○山本伸裕委員 資料の図を見た限りでは、

かなりちょっとやっぱり湾奥部近くまで覆砂

してるのかなというような印象もあります

し、そのことが、やっぱり土砂が堆積すると

いうことは、河川から流入してきた土砂が、

結局、潮流の流れで流れていかないというと

ころだから、それが、その覆砂によって、さ

らにどういう影響があるのかというのは、ま

あちょっと私も素人だからよくわかりません

けれども、そういった点で疑問を感じたとい

うようなことで指摘をさせていただきたいと

いうふうに思います。 

 ちょっともう１点言っていいですか。 

 それで、２月14日に、農水省の委託研究

で、温暖化の問題に関して、これが水産業に

対する影響とか対応策についての研究成果発

表会というのがやられていることは御存じか

と思うんですけれども、その中で、かなり温

暖化の影響は深刻だと。西日本でとれてた魚

が、もうどんどん北上してきていると。 

 例えば、サワラなんかは南方系の魚だった

んだけど、今京都とか福井が最大のとれると

ころになっているとか、ブリも大体西日本の

魚だったのが、北海道で異常にとれてるとか

いうようなことを言われているんです。そし

て、西日本ではどうかというと、藻場が消滅

していると。魚の産卵、育成の上で欠かせな

い藻場が、もう磯焼けでどんどん消滅してき

ているというような深刻な研究発表が出てる

わけですね。 

 だから、今回、この委員会というのは、や

っぱり有明海、八代海の再生というようなと

ころで、もちろん育てる水産業というような

ところは大事な取り組みだと思うんですが、

同時に、再生という点では、この温暖化の影

響も踏まえて、どういうふうに対応していく

のか。 

 例えば、藻場の育成という点では、温暖化

に対して強いもの、育成であるとか、あるい

は種苗放流にしても、どういった魚を放流す

れば成果が大きかったのか、どういう魚は余

り成果が見られなかったのか、そういった分

析をして、やっぱり対策をとっていくという

ようなことが必要じゃないかと思うんですけ

れども、そこはいかがですか。 

 

○木村水産局長 委員御指摘のとおり、温暖

化による水産業への影響というのはありま

す。再生している藻場につきましても、南方

系のホンダワラ類であったとか、そういうも
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のがどんどん南下しているということで、種

類を変えながら藻場の状況も変わっている

と。そこで育成したものに関しては、ある程

度高温耐性を持って再生産しているものとい

うふうに考えておりますので、現状では、他

種から移植をして、新たなものをふやすとい

うよりも、地場で生き残ったものを活用し

て、それを増殖の種としていくという方向

が、一番環境変化に適しているというふうに

考えております。 

 また、放流魚種につきましては、温暖化の

影響を最も及ぼすのが水面から５メートル、

水表面でございますので、それより以下のも

のにつきましては、非常に、現在、放流して

いる種苗については、適水温耐性が広いもの

を放流しておりますので、直接すぐに影響を

与えるものではないと思いますが、やはり南

方系のハタ類、アラ類、そういうものにつき

まして、今後、来年度からも放流の検討を行

うような予算をお願いしているところでござ

います。 

 

○山本伸裕委員 ぜひ、そういった研究を生

かして、再生に向けてつなげていただきたい

と思うんですけれども、先ほどから、山本委

員、村上委員からも研究は大切だと、緒方委

員からもありましたですけれども、全くそう

だというふうに思うんですが、私、例えば有

明海異変の問題なんかでは、先ほど国や熊本

大学というようなことも言われましたが、熊

本県がつくった県立大学では、やっぱりあそ

この環境問題、有明海の異変問題では、世界

的権威の堤先生なんかもいらっしゃるわけで

すよ。そして、海洋生態学、沿岸環境科学で

いろんな論文も出していらっしゃるわけで、

そうしたせっかく県がつくった大学での先生

の研究成果というのが余り生かされてないん

じゃないかというふうに思うんですけれど

も、その点はどうですかね。 

 

○木村水産局長 十分資料として活用させて

いただいておりますし、熊本県下の研究機関

の連絡協議会というのがございまして、この

中には県立大も入っておりますので、そうい

う中での情報交換、また、堤先生も参加され

ております有明海の佐賀大学、九州大学との

連携ネットワークができております。その中

で尐しずつ論文も出ておりますので、そうい

うものにつきましては、総合評価調査委員会

の中でも検討されるような内容になっており

ますので、こういうものを十分検討しながら

連携を図っているというような状況であると

思います。 

 

○山本伸裕委員 わかりました。 

 この委員会、前期だったか今期だったか、

熊大の先生を呼んで学習会をされたこともあ

りましたけれども、あれ非常に有意義な場だ

ったというふうに思うんですね。だから、引

き続き、そういった皆さんで、この異変の分

析についてしっかり勉強して、対策について

考えるというような機会も、ぜひ、また次期

の委員会の検討になるかと思うんですけれど

も、よろしくお願いしたいと思います。 

 それと、研究という点では、何というか有

明海異変の問題で、先ほど岩中委員もおっし

ゃいましたけれども、諫早干拓の水門の中長

期開門調査、これは、調査だから、再生対策

じゃないんですよ。調査なんですよ。何で調

査かというと、短期開門調査で劇的な変化が

あったから、今度は中長期開門調査しよう

と、これはもう判決で確定しているわけで

す。もう確定判決をやらないということは極

めて国の怠慢だと思うし、やっぱり調査し

て、原因は何かというのを分析しないと正し

い対策はとれないというようなことで、今期

委員会最後ですので、そういうことで御要望

させていただきたいと。大体回答は想像がつ

きますので、御要望ということでよろしくお

願いしたいと。 
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○坂田孝志委員長 ほかにございませんか。 

 

○内野幸喜副委員長 私は、去年の委員会の

ときにもお話ししたんですが、この議題の中

に有明海・八代海の環境の保全、改善及び水

産資源の回復等による漁業の振興に関する件

となっています。ですから、有明海、八代海

の環境が保全され、改善されると、水産資源

の回復につながる、これはもう当然だと思う

んですね。 

 私、前も話したんですが、この有明海、八

代海の再生が、水産資源の回復だけではなく

て、企業等の経済活動にも大きな影響を及ぼ

しますし、また、浅海化などは、防災面でも

改善すれば向上につながるわけです。ですか

ら、水産資源の回復だけではなくて、企業等

の経済活動にも、この環境改善が大きく影響

するという視点も、ぜひつけ加えてほしいな

と思います。 

 実際、企業などは、県に対しても要望等を

行っていると思います。今現在、そうした有

明海、八代海のヘドロ等が大きな影響を及ぼ

してるわけですから、水産資源の回復、これ

も大事ですね。これも大事ですけれども、経

済活動の部分の視点も、ぜひこれからは盛り

込んでいただきたいなというふうに思いま

す。 

 先月、国のほうに要望に行ったときも、一

つの例としてそういったことも言いながら、

有明海、八代海の再生についてはお願いした

ところですので、そういった視点も、ぜひ入

れていただきたいなというふうに思います。

これはもう要望です。 

 

○坂田孝志委員長 要望として受けとめま

す。 

 ほかにございませんか。 

 

○吉永和世委員 19ページですか、水産資源

の回復とか考えますと、放流ととる側のバラ

ンスだと思うんですけれども、今、資源管理

計画を実施している漁協に対して、放流等の

助成を行っているということなんですけれど

も、どれぐらいの漁協が、この計画を実施し

ているのか、教えていただけばと思うんです

が。 

 

○木村水産局長 資源管理計画の実施です

が、主には、有明海でのアサリにつきまして

は、全漁協が参加してやっております。あ

と、全体で20漁協、5,500人ぐらいが参加し

てやっております。あと、天草方面におきま

しても、漁船漁業において資源計画を立てら

れまして、休漁期、いつは休みにするという

のを、お互いに水揚げ伝票等で確認して計画

を実施するような体制で進んでいるところで

す。 

 

○吉永和世委員 理想的には、全体漁協が何

かそれに協力してやっていくということが、

一番いい環境なのかなと思うんですけれど

も、まだそこまでは至ってないという状況で

しょうから、実践しているところをしっかり

と支援してやって、でも、そこがやってて何

かばかを見るようなことがあったら、結果、

誰も協力しなくなっていくのかなというふう

に思うので、しっかりそこをやっぱり支援し

ていくこと、そして、賛同を得ていくことが

というのが、一番、水産資源の回復という

か、そういう意味ではつながっていくのかな

と思うので、その計画をしっかりと全漁協

で、アサリはやってるんでしょうけれども、

とる漁業ですか、そういった部分でもしっか

りと波及させていくというのが大事かなと思

うので、しっかりとこの部分は取り組んでい

ただければと思います。 

 

○坂田孝志委員長 しっかり今のやってくだ

さい。 
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○木村水産局長 放流を行います栽培漁業と

資源管理、とる制限を行います資源管理漁業

は車の両輪というふうに位置づけております

ので、２つ並べてしっかり取り組んでいきた

いというふうに考えております。 

 

○坂田孝志委員長 よございますか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○坂田孝志委員長 ないようでございますの

で、それでは次に、地球温暖化対策に関する

件に質疑を受けたいと思います。 

 

○末松直洋委員 地球温暖化対策について、

１月の当委員会での管外視察に関連してお聞

きします。 

 横浜市の風力発電所、ハマウイングを視察

しました。臨海地で風力により水素を製造す

る施設、そして、製造された低炭素などの水

素が、水素充電器により、京浜臨海部の青果

市場や物流倉庫のフォークリフトへ利用され

ておりました。 

 最近の新聞では、トヨタ自動車などの11社

が、水素拠点整備のための新会社を設立と報

道がありました。水素ステーションの整備を

進めていくとのことですが、最近では、いわ

ゆる電気自動車、ＥＶと言われている車が脚

光を浴びていることは否めない状況です。 

 このような中、県内の水素の普及について

はどのようにお考えなのか、執行部のお考え

をお聞かせください。 

 

○末藤産業支援課長 産業支援課でございま

す。 

 委員御指摘のＥＶとＦＣＶとの関係性につ

きましては、今後、航続距離、それからシス

テムコスト等の面から、中長距離、都市間移

動は燃料電池自動車、それから短距離、都市

内移動は電気自動車と、すみ分け、共存の方

向に進むという見方もございます。 

 県としましても、それらの性質に着目し、

両にらみで取り組みを進めていく必要がある

と考えておりまして、燃料電池自動車の普及

に向けて、水素ステーションの整備につきま

しては、国の方針として、まず、４大都市圏

を中心に、2020年ころを目安に整備を進めて

いるところと強調しておりまして、熊本につ

きましても、その４大都市圏、福岡から次に

伸びる設置エリアとしての期待がございます

ので、今後の情勢を見きわめながら取り組み

を検討してまいりたいと考えております。 

 

○末松直洋委員 先ほど申し上げましたトヨ

タ自動車などの11社が共同で、今後、全国に

３万1,000カ所ぐらいをつくるということで

ありますが、その４大都市圏だけで行くの

か、このような地方都市にも普及していくの

か、そこら辺はまだ全然わかってないんでし

ょうか。 

 

○末藤産業支援課長 国の水素基本戦略等を

もとに、水素ステーションの整備の地域のイ

メージということで提示されてございますの

は、今後４年間で新たに80カ所の水素ステー

ション整備をするということでございまし

て、まずは、その４大都市圏とそれを結ぶ地

域から整備地域を広げまして、さらに47都道

府県へ水素ステーションの整備を目指すとい

うこととなっております。 

 

○末松直洋委員 熊本県は、そのＦＣＶとＥ

Ｖ、両方を今後推進していくというお考えで

よろしいでしょうか。 

 

○末藤産業支援課長 はい。両方見きわめな

がら、推進について検討してまいりたいと思

います。 

 

○末松直洋委員 しっかりとお願いいたしま

す。 
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○坂田孝志委員長 ほかにございませんか。 

 

○西山宗孝委員 今の末松委員に関連するこ

とになると思いますが、46ページ、29年度の

取り組み実績が一番下にあるんですけれど

も、その一番下段で、熊大を中心に、熊本の

産学官が協働し、普及型ＥＶバスの開発を実

施ということでお話が先ほどありましたけれ

ども、尐し勉強不足で申しわけないんです

が、これまでの取り組みとこれから先の計画

なり方向性をもう尐しお伺いできればと思い

ます。 

 加えまして、このＥＶ車の流れが、世界的

な主流かなと印象を持っているんですけれど

も、そのあたりも含めて、県の取り組みの方

向性をお尋ねいたしたいと。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 ＥＶバス、電気で走るバスでございます

が、今回のＥＶバスにつきましては、新聞報

道等でもありますように、熊本大学の松田俊

郎准教授が、環境省のＣＯ2削減対策強化誘

導型技術開発実証事業の採択を受けまして、

熊本大学を中心に、熊本県、九州産交バス株

式会社、株式会社イズミ車体製作所等の産学

官が協働し、平成28年度から30年度にかけて

開発が進められているものでございます。 

 この開発プロジェクトにつきましては、大

型車用普及型ＥＶシステムを実用化し、その

車両設計製造技術を標準化することで、ＥＶ

バス、ＥＶトラックの全国的な普及につなげ

ることを目的としております。 

 開発中のＥＶバスにつきましては、排気ガ

スゼロ、ＣＯ2排出が尐ない、低燃費といっ

た電気自動車の特徴に加えまして、これまで

のＥＶバスと比較し、低コストでの導入が可

能なものとなっております。 

 新聞報道等でもありましたとおり、このた

び実証試験車両が完成したことから、車両性

能や運用性能等の評価を行うため、ことし２

月から来年３月まで、実証試験として、九州

産交の営業路線でＥＶバスが運行されている

ところでございます。 

 なお、実証試験の開始に当たりまして、県

民の皆様にＥＶバスに親しんでもらうため愛

称を募集するとともに、１月には、多くの県

民や関係者出席のもと、ＥＶバス実証試験開

始セレモニーが開催されたところでございま

す。 

 今後の取り組みということでございます

が、実証試験後のＥＶバスの普及につきまし

ては、普及型ＥＶシステムの確立に加え、低

コストとはいえ、改造費用と導入時に発生す

る新たな費用の負担等の課題もあります。 

 そのため、まずは、この実証試験でしっか

り結果を出して、その結果を示していくこと

で、ＥＶバスの全国への普及展開につなげて

いきたいと考えております。 

 

○西山宗孝委員 実証実験ということで、こ

れを全国の普及につなげるというお話があり

ましたけれども、このタイムスケジュール的

に、今後、どれぐらいのスパンの中で、全国

に広げていかれるという話、まあこれは環境

省の委託事業の中ですので、企業も含めたと

ころで、どれぐらいの見通しで今後普及され

ていくんですか。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 今回の環境省の委託事業は、平成28年度か

ら30年度までの委託事業で、その中で、開

発、また実証試験ということで、来年度末ま

での予定で実証試験が行われるところでござ

います。 

 今後、いつまでに普及展開というところで

ございますが、まずは、その実証試験で車両

性能や運用性能等見きわめながら、今後、普
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及展開のあり方については、今後の協議とい

うか、国等も巻き込みながら検討していくこ

とになるかと思っております。 

 

○西山宗孝委員 熊本だけでは実証実験はな

いと聞いているんですが、私も含めて余り知

識がなかったものですから、県民に向けて

も、今後、熊本で今実証実験をやっているこ

とが、こうやった形で全国にという話を、よ

り具体的な形でアピールすることも必要かと

思いますので、ぜひともそちらのほうも取り

組んでいただければと思います。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 この開発につきましては、大手自動車メー

カーの日産自動車等もちょっとかかわってお

りますので、いろんな機会で既に全国に熊本

発のＥＶバスの開発の報道等がなされている

ところでございます。 

 引き続き、県民の皆様も、この実証試験、

実際、九州産交バスの運行路線でＥＶバスが

毎日走っておりますので、そういったことも

県民に啓発しながら、今回の熊本発のＥＶバ

スの取り組みについて情報発信に努めてまい

りたいと考えております。 

 

○西山宗孝委員 よろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

 

○城下広作委員 事業者が、温暖化対策で、

ＩＳＯのイチマルマルイチとか何何何とかい

うのが、一時どんとはやって、企業も名刺に

どんどんそういうのを書いて、環境負荷を目

指す企業ですよとＰＲをした。大体この言葉

自体、もうないですもんね、ここには。もう

これは死語になったのか。こういう事業は、

一切もうなくなったのか、これをまだやり続

けたほうがいいのか。 

 県は、これを入札するときの特典として加

点をするとかあるんですが、これ自体が、今

最近どうなっているのか、ちょっと状況を。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 ＩＳＯ14001ということで、環境に関する

取り組み、国際的な標準、基準でございます

けれども、これにつきましては、引き続き、

各企業で、その取得等は取り組んでおられる

ところでございます。 

 ちなみに、現在の県内のＩＳＯ14001の取

得者数でございますけれども、これは昨年９

月現在の数字でございますけれども、手元に

ある資料では、県内で137社がＩＳＯを取得

されております。 

 また、そのＩＳＯより比較的簡単に取り組

めるものとして、環境省が策定しましたエコ

アクション21というのがありまして、この環

境省のガイドラインに基づき、エコアクショ

ン21の認証登録につきましても、県としまし

ても進めているところでございます。 

 今回の資料のほうにも、45ページになりま

すけれども、(2)の(ウ)ということで、エコ

アクション21導入セミナー等の実施を行いま

して、各企業に対しまして、エコアクション

21というか、企業の二酸化炭素の排出削減に

向けた取り組みについて支援をしているとこ

ろでございます。 

 

○城下広作委員 ＩＳＯも効果があるならあ

るで、この中に文言かなんか入れるとか、こ

れも推進するとかなんとかと言わないと、全

然ないなら、全然もう要らぬみたいな話にな

っとるし、その数が大体どういう傾向にある

とかなんとか、ある程度ちゃんと数字もつか

んでここでは言えるようにしとかぬと、その

もの自体がいいのか悪いのか、全然我々も理

解できにくい。 

 じゃあ、エコアクションに変えてるなら、
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エコアクションは、こういう部分でまだ効果

があるから、こういう数で、具体的に何件あ

って、どうやって進めている、だから展開す

ると、もっとはっきり答えて自信持って言っ

てもらわぬと、ＩＳＯなんか、企業なんか相

当金出して取ったんよ。それで、何か今は全

然やらぬでいいんだったら、それはばからし

いもん、最初やった人たちなんかは。評価さ

れるか、されぬか。 

 じゃあ、それが本当に温暖化に寄与するん

だったら、どんどんまた熊本県は言っていか

ないかぬし、進めないかぬしということで、

途中で全部尻切れとんぼだもん、こういうの

は、だから。非常に何か負担だけかけて、一

ブーム的な形の分では、持続的な取り組みに

ならぬじゃないかと心配しておりますので、

まあ、もう答弁はいいですから、しっかりこ

の辺を考えとってください。私も、ＩＳＯの

認識をどう捉えればいいかというのが、全然

自分自身でようわからぬから、一応確認した

状況です。もういいです、答弁は。 

 

○坂田孝志委員長 しっかりやってくださ

い。 

 

○岩中伸司委員 47ページの中に書いてあり

ますが、空港ライナーの運行、これはずっと

ふえているようですけれども、私たちは、こ

れが始まったときは、空港ライナーの試行運

行ということで聞いたんですが、これはいつ

まで試行運転されるんですか。 

 

○江橋交通政策課審議員 交通政策課でござ

います。 

 空港ライナーにつきましては、平成23年10

月から試験運行ということでやっておりまし

たけれども、昨年の４月、平成29年４月から

本格運行ということで移行しております。 

 

○岩中伸司委員 試行運行と本格運行の違い

は何かあるんですか。 

 

○江橋交通政策課審議員 交通政策課でござ

います。 

 形としては、運行の本数ですとか内容的に

は一切変わりはございません。ただ、県とし

て、この空港ライナーを、空港への重要なア

クセスとして正式に位置づけるということ

で、県内外に大々的にＰＲして、その影響で

利用客もふえているということでございま

す。 

 

○岩中伸司委員 確かにふえていると思いま

すが、私は、本来なら、試行運行から本格運

行になるときには有料になるのかなと。今、

全く──幾らか負担しているんですかね。県

では、空港ライナー運行事業に3,090万とい

うふうなことで案が出されているんですけれ

ども、今も全く無料で乗れるんですかね。 

 

○江橋交通政策課審議員 交通政策課でござ

います。 

 委員御指摘のとおり、今も無料ということ

でございます。これは、有料にしたらどうか

という御議論がこれまでもありましたけれど

も、アンケート調査を毎年やっておりますけ

れども、有料運行とした場合には、やっぱり

利用者が大きく減るというような結果も出て

おりますので、なかなか、無料だからこそ乗

っていただくということで、当面の間は無料

を継続したいというふうに考えております。 

 

○岩中伸司委員 それは、アンケートをとり

ゃ誰でも無料が利用者はいいに決まってい

る。私は、ＪＲ、そしたら、新幹線を無料に

しなさいというアンケートをとってみたらい

い。100％オーケーと思いますよ。やっぱり

ある程度無責任な税金の使い方というのは、

やめたほうがいいんじゃないかな。私は、こ

れを利用して行く人は、一定の財政の基盤、
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家庭の財政基盤はある人が利用すると思うの

で、やっぱりいつまでもいつまでも試行運転

と同じような形で県がかかわっていったら、

やっぱりいけないんじゃないかな。そんなこ

とを強く思っているところです。 

 

○坂田孝志委員長 ほかにございませんか。 

 

○緒方勇二委員 50ページ、51ページのこと

でお尋ねをいたします。 

 50ページの下段には、企業等の森づくりの

促進で、炭素の吸収量が663.5トンですね。

これは協働の森づくりですから、たくさん都

市と農村の交流も図っていただいて、たくさ

んの企業の方がおいでいただいて、球磨郡の

ほうなんかは、特に紅中さん、ＪＴの森づく

りもそうですが、たくさんおいでいただいて

ます。 

 それと、また51ページでは、クレジットの

販売をされています。どちらをどのように進

めていったほうがいいのか。どちらかといい

ますと、たくさんの方においでいただいて地

域振興に資するような取り組みとすれば、協

働の森づくりだろうというふうに思わせてい

ただくのでありますが、このクレジットの販

売の売る側と買う側のメリット、あるいは、

その他自治体で、全国的でもいいんですけれ

ども、取り組んでおられるところがあれば教

えてください。その売る側の県、買う側の企

業にどのようなメリットがあるのか。これは

大きく普及啓発をもっとアナウンスしていた

だければなと思うんですが、その協働の森づ

くりもあわせて、どういう効果とメリットが

あるのかということを教えていただければと

思いますが。 

 

○長谷川森林整備課長 森林整備課でござい

ます。 

 県有林のクレジットの件でございますけれ

ども、これのメリットでございますが、売る

側の県のメリットとしましては、クレジット

販売で得られた資金を活用して、県有林にお

ける間伐等の森林整備を行うことができま

す。これによりまして、森林の持つ水源涵養

機能とか二酸化炭素の吸収機能を高めること

ができるというふうに考えております。 

 それと、買う側の購入する側の企業のメリ

ットでございますけれども、現在、県有林の

クレジットの販売先の活用事例といたしまし

て、１つは、企業が企画するイベント等で排

出される二酸化炭素排出量をクレジットで埋

め合わせることで森づくりへの貢献をアピー

ルできるということで、企業のイメージアッ

プにつながるというのが１つありますし、コ

ンクリートの２次製品の製造過程で発生する

二酸化炭素排出量について、クレジットで埋

め合わせを行うことで、環境に配慮した商品

として他社との差別化が図れるといった、そ

ういったメリットがあるというふうに思って

おります。 

 それと、２点目の御質問の自治体の数でご

ざいますけれども、全国では、県が13県取り

組んでおりまして、市町村が34市町村取り組

んでいるところでございます。 

 それと、協働の森づくりのメリット、デメ

リットでございますけれども、そういう取り

組みによる市町村については、そういった企

業の資金が入って山の整備ができるといった

メリットがありますし、企業側としては、そ

ういったところを活用して、企業の社員等が

一緒になって森づくり活動を行うことで、そ

の企業の一体感、また企業のアピール、そう

いったものができるというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

 

○坂田孝志委員長 全国事例も13県だったか

な。 

 

○長谷川森林整備課長 はい。全国では、取
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り組んでいる県が13県ありまして、市町村が

34あります。 

 

○緒方勇二委員 今後、森林バンクができる

とか、あるいは森林環境税もでしょうけれど

も、そして県税である水森税もありますけれ

ども、結局、どのような使い道に分けていく

のかなといったときに、やっぱり県民に広く

理解をしていただかなければならない森づく

りですけれども、やる以上は、しっかり山に

来ていただいて、いろいろやっていただく企

業の森づくり、協働の森づくりのほうが、私

たちとすれば非常にうれしい。吸収量もそう

なんでしょう。片方では、企業生産に伴う排

出量の削減目標のクレジットでチャラパーに

するというような考え方のクレジットでしょ

うけれども、一体、今後、環境税導入あるい

は水森税もあわせてあるわけですが、この使

い道が、どちらがどちらに充当していって、

今後どういう森林整備が進んで、森林所有不

明地も、こういう協働の森づくりとかにいざ

なうことができるのか。あるいは、市町村が

行う工事で、こういうクレジットの販売等が

もっと進んでいってくれれば、なお結構かな

と思うんですが、その辺の仕分けといいます

か、国税と県税とあるわけですけれども、そ

の辺のことにもつながっていくのかなという

ふうに思うんですが、何かそういう考え方が

あったら教えてください。 

 

○長谷川森林整備課長 森林環境税につきま

しては、ことしの初めから、総務省のほうで

森林吸収源対策税ということで検討が進めら

れてまいりました。森林吸収源を進めていく

ということで、国のほうとしては、その財源

として、今回、森林環境税という形で財源を

確保するという形になっております。 

 今回、森林吸収源対策ということで、この

委員会では資料を提出させていただいており

ますけれども、そういった森林吸収源対策を

進めるに当たって、国のほうで、間伐の推進

ということで52万ヘクタールの目標を立てて

やってますけれども、実際できているのが45

万ヘクタールということで達成できておりま

せん。 

 そういったこともありまして、森林整備、

間伐等の推進につきましては、環境税あるい

はうちの水森税、そういったところが一体と

なって、協働で効果的な森林整備を進めてい

く必要があるというふうに考えているところ

でございます。 

 

○緒方勇二委員 ぜひ、国民理解、県民の皆

さんに理解していただかなきゃいけない環境

税でありますし、このクレジットのこと、そ

れから協働の森づくり、これを啓発活動して

いただいたほうが、環境税の理解とか水森税

の理解がもっと進んで有八の再生にもつなが

るのだろうと思いますので、その辺もどうぞ

今後ともよろしくお願い申し上げます。要望

しときます。 

 

○山口裕委員 国際的な流れ、そして、国の

動きに呼応して、地球温暖化という項目でい

ろんな議論をさせていただいていると思いま

すけれども、先月の20日でありますけれど

も、国は、閣議で気候変動適応法というのを

定めたようでございまして、これまでの温室

効果ガス削減対策から、それにあわせて、気

候変動の影響による被害の軽減・回避に向け

た動きをつくり上げていこうというふうに考

えて法も出し、今後の動きが出てくるのかな

と思っております。そういったことを考えま

すと、県としてはどのような対応をとってい

かれるのか、お尋ねしたいと思います。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 ただいま山口委員が御発言されたように、

気候変動適応法案につきまして、ことし２月
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20日に閣議決定されまして、現在、本国会に

おいて審議されているところでございます。 

 今回の法案の背景でございますが、現在、

地球温暖化対策推進法のもとで温室効果ガス

の排出削減対策が進められておりますが、気

候変動の影響による被害の回避・軽減対策、

いわゆる適応策につきましては、法的な位置

づけがなかったため、今回の法案で適応策を

法的に位置づけ、関係者が一丸となって適応

策をさらに推進しようとするものでございま

す。 

 県にかかわる主な内容といたしましては、

地域気候変動適応計画策定の努力義務等があ

りまして、本県においては、既に平成28年２

月に策定いたしました第五次環境基本計画の

中で、防災、農業、水産業、健康の４分野に

おける適応計画を策定しており、例えば農業

分野では、温暖化に適応した米の品種改良等

が進められているところです。 

 また、本県では、平成23年度に、庁内の関

係課で構成する地球温暖化影響適応部会を立

ち上げまして適応策の推進を図っており、気

候変動の適応に係る情報共有や研修会等を実

施しているところです。 

 今後とも、適応部会の中で課題を整理しな

がら、国の動向を踏まえ、計画の充実や強化

について検討してまいりたいと考えておりま

す。 

 

○山口裕委員 これまでの取り組みもあわせ

て、気候変動の被害を軽減するという視点を

持って、今後我々も取り組んでいかなければ

いけないなと感じるところです。計画は、努

力義務ということでありますけれども、やは

りしっかりと国の動きに合わせて取り組んで

いければと思っております。それも要望させ

ていただいて終わります。 

 

○坂田孝志委員長 よろしくお願いします。 

 ほかにございませんか。よございますか。 

 ないようでございますので、質疑を終了い

たします。 

 それでは、続きまして付託調査事件の閉会

中の継続審査についてお諮りします。 

 付託調査事件につきましては、引き続き審

査をする必要があると認められますので、本

委員会を次期定例会まで継続する旨、会議規

則第82条の規定に基づき、議長に申し出るこ

とに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○坂田孝志委員長 異議なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 その他に入ります。 

 その他として、何かございませんか。 

 

○西岡勝成委員 12月議会で国に対する意見

書を出してもらって、放置船の問題で意見書

を出してもらいました、全会一致で。 

 きのうは、自民党と海上保安庁の勉強会を

やりまして、放置船が、県内に、漁港、港

湾、河川を含めて約4,000隻おるだろうとい

う話でございます。ただ、保安庁あたりの話

を聞くと、法律が非常に複雑で取り締まりの

強化も難しいというようなことでございま

す。 

 できれば、この問題は、非常に大きな問

題、他県と比べても熊本県は放置船が多いと

いうような話でございますので、ぜひ、次回

の継続する委員会の中で、この問題も含めて

議論していただいて、県条例の改正なり法律

の改正に向けて動きをしていただきたいと思

いますが、委員長、この中で議論されている

からできぬことはないと思うんですけれど

も、この中に入れてもらうとね。 

 

○坂田孝志委員長 そこら辺は十分踏まえて

検討させていただきたいと。 

 

○西岡勝成委員 議運で中に入れないかぬ。

間に合うのかわかりませんが、ぜひ御検討
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を。 

 

○坂田孝志委員長 すぐさせていただきたい

と思います。 

 ほかにございませんか。よございますか。 

 それでは、以上で本日の議題は全て終了い

たしました。 

 これをもちまして、第14回有明海・八代海

再生及び地球温暖化対策特別委員会を閉会い

たします。 

 ここで、本年度最後の委員会でございます

ので、一言御挨拶を申し上げます。 

 昨年３月、委員長に再任していただきまし

て、この１年間、内野副委員長の御協力をい

ただきまして、本委員会の審議を進めてきた

ところでございます。 

 当委員会では、有明海・八代海の環境保

全、改善及び水産資源の回復等による漁業の

振興に関する件、地球温暖化対策に関する件

の２件の付託調査事件について審議を行って

きたところでございますが、委員の皆様方に

は、終始熱心に御審議いただきまして、心か

ら感謝を申し上げる次第でございます。 

 また、昨年７月には、宇城市、八代市、天

草市、上天草市、それぞれの漁連の皆様方と

の意見交換会を行いまして、さまざまな御要

望を伺ったところでございます。それにつき

ましても、執行部の皆様方のしっかりした対

応をお願いいたしたいと、このように思うと

ころでございます。 

 また、ことしの１月末には、神奈川県、静

岡県への視察をさせていただきました。それ

と同時に、東京では、有明海・八代海再生に

関しまして、県選出の国会議員の皆様方ある

いは関係各省庁に対して、参加されました委

員全員の発言を持って、その課題解決に向け

ての意見を吐露したところでございます。 

 先ほども申し上げましたが、先方も、この

ことについてしっかり取り組む旨の御発言を

いただきましたので、県も、その対応、特に

先ほど議論あっておりましたが、あのとき、

江田先生だったでしょうかね、ヘドロを除去

する、そういう対策事業はメニューとしてな

いなら、そういうのをこしらえてやっていく

べきじゃなかろうかなというようなことの提

言があっておりましたので、そこら付近もや

っぱり県として要望を入れ込んで、実際の事

業として取りかかれる──今どこがするのか

決まっておりませんですよね、メニューがな

いわけですから。やっぱりそれを具体的に事

業に入れるようにしっかり取り組んでいただ

きたいと、このように思うところでございま

す。 

 また、委員の質問に対しまして、田中部

長、濱田部長初め、各課長の皆様方は、御丁

寧に御説明いただき、また、いろいろとこの

資料づくりも詳しい資料をつくっていただき

まして、たびたびの委員会での報告もいただ

きましたことを本当にありがたく思っている

ところでございます。 

 最後になりますが、各委員並びに執行部の

皆様方のますますの御健勝、御多幸をお祈り

申し上げまして、この１年間の御礼の御挨拶

にかえさせていただきます。 

 大変お世話になりました。ありがとうござ

いました。(拍手) 

 続きまして、副委員長から御挨拶を申し上

げます。 

 

○内野幸喜副委員長 昨年の３月の議会にお

いて、副委員長に選任いただきまして、坂田

委員長、それから委員の皆さん方には、この

委員会のスムーズな進行に御協力いただきま

して、本当にありがとうございました。 

 また、執行部の皆さん方も、私たちの質問

に対して丁寧な答弁をいただきまして、本当

にありがとうございました。 

 先ほどちょっと要望させていただいたんで

すが、本当に、有明海、八代海の再生なくし

て水産資源の回復はありません。また違った
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アプローチも必要なんじゃないかなというこ

とを、あえて先ほど言わせていただきまし

た。 

 というのが、地元の有明フェリー、このヘ

ドロのおかげで、そもそもこのしゅんせつを

しないと航路が確保できないであるとか、地

元にある企業も、その大型タンカーを接岸す

るためには、このヘドロを除去しないといけ

ないと、その費用が年々高まってきている

と。 

 また、浅海化についても、浅海化をこのま

ま放置すると、非常に防災上も危険だと、そ

ういうアプローチも、ぜひこれから国のほう

には言っていかないといけないんじゃないか

という思いで、先ほど要望もさせていただき

ました。 

 また、この１年間、この委員会の中で多く

の議論がありまして、この議論が、ぜひ、こ

の有明海、八代海の再生に大きく寄与する

と、地球温暖化に対して大きく寄与すること

を心から御期待申し上げ、そして県政発展に

寄与することも期待申し上げて、この１年間

のお礼の挨拶とさせていただきます。 

 本当にお世話になりました。(拍手) 

 

○坂田孝志委員長 それでは、これで委員会

を終了いたします。 

 大変お世話になりました。ありがとうござ

いました。 

  午後０時９分閉会 
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